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愛媛県西条市西田甲797番地

電話（0897）55 - 4044

石鎚神社・石鎚本教

発　　行　　所

　

石
鎚
本
教
の
秋
季
例
大
祭
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
同
時
に
本
年
は
、

石
鎚
山
開
山
千
三
百
四
十
年
、

石
鎚
神
社
列
格
百
六
十
年
、

石
鎚
本
教
創
立
八
十
周
年
の
、
奉

祝
大
祭
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

大
祭
前
日
に
記
念
式
典
を
行
い
、

崇
敬
組
合
、
教
会
、
遙
拝
所
、
講

社
に
、
神
社
・
本
教
に
居
な
く
て

は
な
ら
な
い
方
々
へ
、
表
彰
状
、

功
労
章
、
感
謝
状
の
贈
呈
を
さ
せ

て
戴
き
ま
し
た
。

　

式
典
直
前
、
役
員
に
、「
参
集

の
方
々
か
ら
高
揚
感
が
感
じ
ら
れ

る
。」
と
言
わ
れ
、
確
か
に
不
思

議
な
「
気
」
を
感
じ
ま
し
た
。

　

一
年
前
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
進
む

諸
準
備
に
、
数
々
の
お
声
掛
け
や

カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
の
呼
び
掛
け
も

戴
き
、
励
ま
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

多
く
の
方
々
の
力
で
一
年
間
を
練

り
上
げ
て
き
た
か
ら
こ
そ
の

「
気
」
で
あ
ろ
う
、
そ
れ
が
八
十

年
続
い
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
、
と

つ
く
づ
く
感
じ
た
秋
の
御
大
祭
で

あ
り
ま
し
た
。

　

大
神
様
、
信
徒
の
皆
さ
ま
、
誠

に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

武
智

１１・１２月号

奉　
　

祝

石
鎚
本
教

八
十
周
年
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げ
、
信
徒
皆
様
の
今
後
益
々
の
ご

健
勝
、
ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り

し
、
ご
報
告
と
致
し
ま
す
。

記　

権
禰
宜　

曽
我
部
洋
輔

（
ご
芳
名
は
全
て
順
不
同
）

ま
た
、
お
餅
は

・
徳
島
県
東
予
崇
敬
組
合
徳
島
支
部

　

支
部
長　

武
田
喜
善  

名
誉
部
長

・
愛
媛
県　

原
井
川
平  

銀
笏

・
福
岡
県　

梶
原
倫
子  

元
老

・
徳
島
県　

金
平
敏
孝  

特
選
部
長

子
供
餅
投
げ
用
お
菓
子
を

・
愛
媛
県

　
　

石
鎚
開
発　

工
藤
忠　

元
老

タ
オ
ル
を

・
愛
媛
県　

曽
我
タ
オ
ル
（
株
）

の
皆
様
よ
り
ご
奉
納
頂
き
ま
し
た
。

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

福
木
投
げ
の
当
選
者

特
賞
一
等　

Panasonic

三
枚
刃
シ
ェ
ー
バ
ー

　

松
山
市　

乙
井　

正
男　

様

神
輿
が
御
旅
所
に
着
御
す
る
と
、

お
旅
所
祭
が
執
り
行
わ
れ
、
巫
女

に
よ
る
豊
栄
の
舞
や
西
田
獅
子
舞

保
存
会
の
獅
子
舞
、
石
鎚
敬
神
婦

人
会
の
「
手
踊
り
」
が
奉
納
さ
れ

ま
し
た
。
御
旅
所
祭
後
、
御
神
輿

は
、
本
殿
へ
還
御
さ
れ
て
ご
神
像

拝
戴
が
な
さ
れ
、
二
回
目
の
お
餅

撒
き
が
本
殿
向
拝
よ
り
執
り
行
わ

れ
、
福
木
も
そ
の
時
に
併
せ
て
撒

か
れ
ま
し
た
。

な
お
、
神
御
衣
は

・
新
居
浜
市　

大
西
彌
太
郎  

元
老

・
大
阪
府
茨
木
市　

矢
野
棟
子
様

特
賞
二
等　

空
気
清
浄
機

　

西
条
市　

伊
藤　

令
子　

様

特
賞
三
等　

炊
飯
器

　

三
豊
市　

曽
根　

修　

様

特
賞
四
等　

布
団
・
衣
類
乾
燥
機

　

西
条
市　

𠮷
田　

明
美　

様

特
賞
五
等　

コ
ー
ド
レ
ス
ス
テ
ィ
ッ
ク
ク
リ
ー
ナ
ー

　

松
山
市　

岡
村　

ク
ミ　

様

特
賞
六
等　

食
器
乾
燥
機

　

西
条
市　

大
塚　

千
恵　

様

特
賞
七
等　

低
周
波
治
療
器

　

西
条
市　

曽
我
部　

純　

様

特
賞
八
等　

電
気
ケ
ト
ル

　

西
条
市　

西
坂　

道
輝　

様

特
賞
九
等　

FM

／A
M

ラ
ジ
オ

　

美
馬
市　

藤
本　

敏
男　

様

五
日
当
日
境
内
で
は
、
石
鎚
敬
神

婦
人
会
の
お
茶
席
の
お
接
待
が
、

本
殿
前
休
憩
所
に
て
行
わ
れ
、
ご

参
拝
の
皆
様
も
憩
い
の
一
時
を
過

ご
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
大
祭
で
各
方
面
に
て
ご
奉
仕
、

ご
奉
納
を
賜
り
ま
し
た
豊
友
会
、

敬
神
婦
人
会
、
信
徒
の
皆
様
方
に

は
、
大
神
様
の
為
と
思
い
誠
心
か

ら
の
ご
奉
仕
を
い
た
だ
き
、
無
事

盛
大
に
周
年
奉
祝
大
祭
を
斎
行
出

来
ま
し
た
こ
と
を
こ
の
場
を
お
借

り
致
し
ま
し
て
篤
く
お
礼
申
し
上

来
賓
祝
辞
と
し
て

・
愛
媛
県
神
社
庁
長

　

和
霊
神
社
宮
司
三
輪
田
泰
生
様

・
前
衆
議
院
議
員　

井
原
巧
様

・
西
条
市
長　

高
橋
敏
明
様

よ
り
ご
挨
拶
を
頂
戴
し
、

そ
の
後
、
神
輿
に
ご
神
像
を
お
遷

し
し
て
神
輿
渡
御
が
行
わ
れ
、
こ

ど
も
樽
神
輿
や
敬
神
婦
人
会
の
花

神
輿
、
お
稚
児
行
列
も
賑
や
か
に

社
務
所
前
へ
到
着
し
、
お
餅
撒
き

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

去
る
十
月
五
日
（
日
）
秋
と
は

思
え
な
い
暖
か
い
気
候
の
中
、
石

鎚
神
社
口
之
宮
本
社
御
本
殿
に
て
、

周
年
奉
祝
秋
季
例
大
祭
が
盛
大
に

斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
全
国
各
地
よ
り
多
数

の
石
鎚
信
徒
を
始
め
、
神
社
界
政

界
各
界
よ
り
御
来
賓
の
ご
参
拝
を

賜
り
、
午
前
十
時
よ
り
祭
典
を
斎

行
。

　

祭
典
は
、「
氏
子
立
螺
之
会
」の
皆

様
の
勇
ま
し
い
立
螺
に
始
ま
り
、神

御
衣
、
本
教
幣
が
奉
ら
れ
、
武
智
宮

司
が
祝
詞
を
奏
上
し
、日
々
の
ご
神

恩
、
五
穀
豊
穣
に
感
謝
申
し
上
げ
、

湊
照
彦
筆
頭
常
務
総
代
・
本
教
理

事
に
よ
り
総
代
祈
願
詞
が
奏
上
さ

れ
ま
し
た
。

続
い
て
神
御
衣
が
、

・
大
分
県　

霊
威
教
会

・
愛
媛
県　

龍
雲
山
肱
川
教
会

・
香
川
県　

導
不
動
院
遙
拝
所

へ
そ
れ
ぞ
れ
下
付
さ
れ
、

次
に
本
教
理
事
の
辞
令
が

・
福
岡
県　

敬
祥
教
会　

　
　

教
会
長　

勝
本
房
利
様

・
愛
知
県　

岩
倉
教
会

　
　

教
会
長　

田
中
聡
哉
様

へ
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

奉
祝
大
祭
斎
行
令
和
七
年
十
月
五
日

奉
祝
大
祭
斎
行　
令
和
七
年
十
月
五
日

奉
祝
大
祭
斎
行
令
和
七
年
十
月
五
日

「
霊
峰
石
鎚
山
開
山
千
三
百
四
十
年
」

「
石
鎚
神
社　

列
格　

百
六
十
年
」

「
石
鎚
本
教　

創
立　

八
十
周
年
」

「
霊
峰
石
鎚
山
開
山
千
三
百
四
十
年
」

「
石
鎚
神
社　

列
格　

百
六
十
年
」

「
石
鎚
本
教　

創
立　

八
十
周
年
」

「
霊
峰
石
鎚
山
開
山
千
三
百
四
十
年
」

「
石
鎚
神
社　

列
格　

百
六
十
年
」

「
石
鎚
本
教　

創
立　

八
十
周
年
」

　

続
い
て
愛
媛
雅
楽
会
に
よ
る

「
陵
王
」
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

「
陵
王
」
が
生
の
雅
楽
演
奏
で
奉

納
さ
れ
た
の
は
愛
媛
県
で
初
め
て

の
こ
と
で
す
。

　

そ
し
て
神
社
役
員
、
御
来
賓
を

始
め
崇
敬
組
合
長
・
教
会
長
・
遙

拝
所
長
・
講
社
長
に
玉
串
奉
奠
を

し
て
頂
き
、
今
日
の
日
を
お
祝
い

申
し
上
げ
る
と
共
に
、
そ
れ
ぞ
れ

の
願
事
を
祈
願
し
て
厳
粛
に
祭
典

を
終
了
致
し
ま
し
た
。
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・
愛
知
県　

岩
倉
教
会

　
　

教
会
長　

田
中
聡
哉
様

へ
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

奉
祝
大
祭
斎
行
令
和
七
年
十
月
五
日

奉
祝
大
祭
斎
行　
令
和
七
年
十
月
五
日

奉
祝
大
祭
斎
行
令
和
七
年
十
月
五
日

「
霊
峰
石
鎚
山
開
山
千
三
百
四
十
年
」

「
石
鎚
神
社　

列
格　

百
六
十
年
」

「
石
鎚
本
教　

創
立　

八
十
周
年
」

「
霊
峰
石
鎚
山
開
山
千
三
百
四
十
年
」

「
石
鎚
神
社　

列
格　

百
六
十
年
」

「
石
鎚
本
教　

創
立　

八
十
周
年
」

「
霊
峰
石
鎚
山
開
山
千
三
百
四
十
年
」

「
石
鎚
神
社　

列
格　

百
六
十
年
」

「
石
鎚
本
教　

創
立　

八
十
周
年
」

　

続
い
て
愛
媛
雅
楽
会
に
よ
る

「
陵
王
」
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

「
陵
王
」
が
生
の
雅
楽
演
奏
で
奉

納
さ
れ
た
の
は
愛
媛
県
で
初
め
て

の
こ
と
で
す
。

　

そ
し
て
神
社
役
員
、
御
来
賓
を

始
め
崇
敬
組
合
長
・
教
会
長
・
遙

拝
所
長
・
講
社
長
に
玉
串
奉
奠
を

し
て
頂
き
、
今
日
の
日
を
お
祝
い

申
し
上
げ
る
と
共
に
、
そ
れ
ぞ
れ

の
願
事
を
祈
願
し
て
厳
粛
に
祭
典

を
終
了
致
し
ま
し
た
。
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・
・
・
第
二
部
記
念
奉
納
・
・
・

『
日
本
舞
踊
』

　

藤
間
勘
右
衛
門
派

　

藤
間
流
師
範
・
藤
間
踊
花
氏

　

演
目
「
君
が
代
松
竹
梅
」

　
　

（
お
世
話
人
•
大
阪
教
会
）

『
神
楽
奉
納
』

　

夢
華
神
楽
社
中

　
　
　

代
表　

村
上
彰
鴻

　

演
目
「
石
鎚
光
鈴
の
舞
」

　
　
　

「
祥
福
の
舞
」

- ４ -- ５ -

③
神
殿
拝
礼

④
国
歌
斉
唱

⑤
物
故
者
へ
の
黙
祷

・
・
・
屏
風
鋪
設
・
・
・

⑥
武
智
正
人
宮
司
•
管
長
挨
拶

⑦
平
岡
明
奉
祝
実
行
委
員
長
挨
拶

⑧
功
労
者
表
彰

⑨
御
来
賓
紹
介
及
び
御
来
賓
祝
辞

　

衆
議
院
議
員　

塩
崎　

彰
久　

様

　

参
議
院
議
員　

山
本　

順
三　

様

⑩
閉
式
の
辞

　

田
窪
一
善
常
務
総
代
・
本
教
理
事

⑪
閉
式
太
鼓

奉
祝
式
典
斎
行
令
和
七
年
十
月
四
日

奉
祝
式
典
斎
行　
令
和
七
年
十
月
四
日

奉
祝
式
典
斎
行
令
和
七
年
十
月
四
日

【
奉
祝
式
典
】

午
前
十
時　

御
本
殿
に
て

午
前
十
一
時　

記
念
奉
納

　
「
日
本
舞
踊
」・「
夢
華
神
楽
」

【
だ
ん
じ
り
奉
納
】

正
午　

社
務
所
前
広
場
に
て

地
元
・
西
条
祭
り
六
地
区
の
だ
ん

じ
り
屋
台
が
、
ご
来
社
の
皆
様
を

お
出
迎
え
し
て
社
務
所
前
に
て

「
か
き
く
ら
べ
」
を
披
露
。

《
だ
ん
じ
り
お
披
露
目
地
区
》

西
田
・
西
泉
・
楢
木

坂
元
・
北
山
・
奥
之
内

【
祝
賀
会
】

午
後
一
時　

神
社
会
館
3
階

・
・
・
第
一
部
奉
祝
式
典
次
第
・
・
・

①
開
式
太
鼓

②
開
式
の
辞

　

沖
野
和
義
常
務
総
代
・
本
教
理
事

・
・
・
第
三
部
祝
賀
会
・
・
・

①
挨
拶

　

佐
伯
良
子　

教
会
聯
合
会
会
長

②
祝
辞

　

井
原
巧　

前
衆
議
院
議
員

③
乾
杯

　

高
橋
亨　

常
務
総
代
•
本
教
理
事

④
懇
談

⑤
閉
式
の
辞

　

十
亀
貴
文　

常
務
総
代
•
本
教
理
事

　

去
る
十
月
四
日
。
朝
方
は
少
し

雨
が
降
る
中
に
も
徐
々
に
晴
れ
間

も
覗
き
つ
つ
、
凛
と
し
た
、
ま
た

高
揚
感
の
溢
れ
る
雰
囲
気
の
中
で
、

表
記
の
奉
祝
式
典
が
百
五
十
名
を

超
え
る
皆
様
に
ご
来
社
頂
き
、
盛

大
に
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
こ
れ
ま
で
の
ご
功
績

を
称
え
、
教
会
等
級
昇
格
を
始
め
、

多
く
の
皆
様
方
に
功
労
者
表
彰
が

行
わ
れ
、
記
念
奉
納
・
だ
ん
じ
り

奉
納
・
祝
賀
会
と
多
く
の
皆
様
と

共
に
喜
び
を
分
か
ち
合
い
ま
し
た
。

　

今
日
か
ら
九
十
周
年
・
百
周
年

へ
と
向
け
た
新
た
な
一
歩
の
始
ま

り
で
す
。
ご
関
係
の
皆
様
に
感
謝

申
し
上
げ
ご
報
告
と
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。記　

権
宮
司　

十
亀　

博
行

「
霊
峰
石
鎚
山
開
山
千
三
百
四
十
年
」

「
石
鎚
神
社　

列
格　

百
六
十
年
」

「
石
鎚
本
教　

創
立　

八
十
周
年
」

「
霊
峰
石
鎚
山
開
山
千
三
百
四
十
年
」

「
石
鎚
神
社　

列
格　

百
六
十
年
」

「
石
鎚
本
教　

創
立　

八
十
周
年
」

「
霊
峰
石
鎚
山
開
山
千
三
百
四
十
年
」

「
石
鎚
神
社　

列
格　

百
六
十
年
」

「
石
鎚
本
教　

創
立　

八
十
周
年
」

・
・
・
開
催
要
項
・
・
・

御
案
内

※
御
遺
族
様
に
は
該
当
の
命
日
月

（
毎
月
十
五
日
、
月
次
祭
終
了
後
・

案
内
は
月
を
先
取
り
し
て
い
ま

す
）
に
命
日
祭
の
御
案
内
を
差
し

上
げ
て
い
ま
す
。
住
所
変
更
あ
り

ま
す
方
は
ご
一
報
願
い
ま
す
。

※
祖
霊
殿
春
・
秋
例
大
祭
の
ご
案

内
は
今
年
、
新
た
に
合
祀
さ
れ
た

御
遺
族
様
と
過
去
三
年
以
内
に
合

祀
さ
れ
た
御
遺
族
の
方
へ
案
内
を

差
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。
以
外
の

御
遺
族
様
も
御
参
列
戴
き
、
御
霊

慰
め
の
祭
典
を
共
に
御
奉
仕
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

春
秋
大
祭
・
命
日
祭
へ
の
数
多

く
の
御
参
列
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

●
先
達
会
符
の
名
義
変
更
な
ど
お

済
み
で
な
い
御
遺
族
様
、
ま
た
ご

不
明
な
点
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
遠

慮
無
く
神
社
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

石
鎚
神
社　

先
達
会
付
係

℡
0
8
9
7
‐
5
5
‐
4
0
4
4

　

境
内
に
あ
る
祖
霊
殿
。
石
鎚
山

開
山
の
祖
・
役
小
角
を
は
じ
め
歴

代
宮
司
、
霊
峰
石
鎚
の
為
に
お
力

添
え
を
戴
き
ま
し
た
先
達
・
教
師
・

特
別
崇
敬
者
に
て
帰
天
さ
れ
ま
し

た
方
々
を
お
祀
り
し
て
お
り
、
毎

年
四
月
・
十
月
の
六
日
、
午
前
十

時
よ
り
例
大
祭
並
び
に
合
祀
祭
を

斎
行
し
て
い
ま
す
。

　

秋
季
例
大
祭
は
秋
風
吹
く
中
、

関
係
御
遺
族
・
神
社
役
員
の
ご
参

列
を
戴
き
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

合
祀
さ
れ
ま
し
た
御
霊
の
在
り

し
日
の
面
影
を
偲
び
、
思
い
出
の

数
々
を
顧
み
る
中
に
、
凜
と
し
た

お
姿
、ま
た
皆
を
導
く
大
き
な
背
中
、

優
し
い
お
顔
を
思
い
出
し
な
が
ら

御
霊
安
か
れ
と
祈
念
致
し
ま
し
た
。

先
達
・
教
師
の
皆
様
が
、
築
か
れ

ま
し
た
篤
き
志
を
、
ま
た
優
し
き

御
心
を
継
が
れ
ま
す
こ
と
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
合
祀
さ
れ
ま
し
た
新
祭

神
を
ご
紹
介
申
し
上
げ
ま
す
。

副
大
監
長

箱
崎　

清
市　

大
人
命

取
締

大
黒　

正
行　

大
人
命

取
締

箱
崎　

幾
雄　

大
人
命

取
締

中
田
ヨ
ネ
子　

刀
自
命

先
達

三
宅　

宏
和　

大
人
命

先
達

空
野　

時
枝　

刀
自
命

特
別
崇
敬
者箱

崎　

正
繁　

大
人
命

（
順
不
同
）

功
労
章
銀
笏　

元
老
大
顧
問

少
教
正

眞
木　

高
年　

大
人
命

有
功
神
鏡
笏　

元
老
大
顧
問

権
大
教
正

松
岡　
　

功　

大
人
命

有
功
神
鏡
笏　

元
老
大
顧
問

西
中　

圓
勝　

大
人
命

元
老
大
顧
問

少
教
正

軸
丸　

貞
子　

刀
自
命

元
老
大
顧
問酒

井
作
一
郎　

大
人
命

元
老

淺
野　

九
三　

大
人
命

特
別
大
監
長

権
中
講
義

船
田　

栄
一　

大
人
命

副
大
監
長

箱
崎　

繁
夫　

大
人
命

十
月
六
日

祖
霊
殿　

秋
季
例
大
祭
・
合
祀
祭
斎
行

 

十
月
六
日

　

 

祖
霊
殿　

秋
季
例
大
祭
・
合
祀
祭
斎
行

十
月
六
日

祖
霊
殿　

秋
季
例
大
祭
・
合
祀
祭
斎
行

令
和
七
年　

　
　
　

十
月
六
日

祖
霊
殿
合
祀
祭
神
名

令
和
七
年　

　
　
　

十
月
六
日

祖
霊
殿
合
祀
祭
神
名

令
和
七
年　

　
　
　

十
月
六
日

祖
霊
殿
合
祀
祭
神
名
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・
・
・
第
二
部
記
念
奉
納
・
・
・

『
日
本
舞
踊
』

　

藤
間
勘
右
衛
門
派

　

藤
間
流
師
範
・
藤
間
踊
花
氏

　

演
目
「
君
が
代
松
竹
梅
」

　
　

（
お
世
話
人
•
大
阪
教
会
）

『
神
楽
奉
納
』

　

夢
華
神
楽
社
中

　
　
　

代
表　

村
上
彰
鴻

　

演
目
「
石
鎚
光
鈴
の
舞
」

　
　
　

「
祥
福
の
舞
」

- ４ -- ５ -

③
神
殿
拝
礼

④
国
歌
斉
唱

⑤
物
故
者
へ
の
黙
祷

・
・
・
屏
風
鋪
設
・
・
・

⑥
武
智
正
人
宮
司
•
管
長
挨
拶

⑦
平
岡
明
奉
祝
実
行
委
員
長
挨
拶

⑧
功
労
者
表
彰

⑨
御
来
賓
紹
介
及
び
御
来
賓
祝
辞

　

衆
議
院
議
員　

塩
崎　

彰
久　

様

　

参
議
院
議
員　

山
本　

順
三　

様

⑩
閉
式
の
辞

　

田
窪
一
善
常
務
総
代
・
本
教
理
事

⑪
閉
式
太
鼓

奉
祝
式
典
斎
行
令
和
七
年
十
月
四
日

奉
祝
式
典
斎
行　
令
和
七
年
十
月
四
日

奉
祝
式
典
斎
行
令
和
七
年
十
月
四
日

【
奉
祝
式
典
】

午
前
十
時　

御
本
殿
に
て

午
前
十
一
時　

記
念
奉
納

　
「
日
本
舞
踊
」・「
夢
華
神
楽
」

【
だ
ん
じ
り
奉
納
】

正
午　

社
務
所
前
広
場
に
て

地
元
・
西
条
祭
り
六
地
区
の
だ
ん

じ
り
屋
台
が
、
ご
来
社
の
皆
様
を

お
出
迎
え
し
て
社
務
所
前
に
て

「
か
き
く
ら
べ
」
を
披
露
。

《
だ
ん
じ
り
お
披
露
目
地
区
》

西
田
・
西
泉
・
楢
木

坂
元
・
北
山
・
奥
之
内

【
祝
賀
会
】

午
後
一
時　

神
社
会
館
3
階

・
・
・
第
一
部
奉
祝
式
典
次
第
・
・
・

①
開
式
太
鼓

②
開
式
の
辞

　

沖
野
和
義
常
務
総
代
・
本
教
理
事

・
・
・
第
三
部
祝
賀
会
・
・
・

①
挨
拶

　

佐
伯
良
子　

教
会
聯
合
会
会
長

②
祝
辞

　

井
原
巧　

前
衆
議
院
議
員

③
乾
杯

　

高
橋
亨　

常
務
総
代
•
本
教
理
事

④
懇
談

⑤
閉
式
の
辞

　

十
亀
貴
文　

常
務
総
代
•
本
教
理
事

　

去
る
十
月
四
日
。
朝
方
は
少
し

雨
が
降
る
中
に
も
徐
々
に
晴
れ
間

も
覗
き
つ
つ
、
凛
と
し
た
、
ま
た

高
揚
感
の
溢
れ
る
雰
囲
気
の
中
で
、

表
記
の
奉
祝
式
典
が
百
五
十
名
を

超
え
る
皆
様
に
ご
来
社
頂
き
、
盛

大
に
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
こ
れ
ま
で
の
ご
功
績

を
称
え
、
教
会
等
級
昇
格
を
始
め
、

多
く
の
皆
様
方
に
功
労
者
表
彰
が

行
わ
れ
、
記
念
奉
納
・
だ
ん
じ
り

奉
納
・
祝
賀
会
と
多
く
の
皆
様
と

共
に
喜
び
を
分
か
ち
合
い
ま
し
た
。

　

今
日
か
ら
九
十
周
年
・
百
周
年

へ
と
向
け
た
新
た
な
一
歩
の
始
ま

り
で
す
。
ご
関
係
の
皆
様
に
感
謝

申
し
上
げ
ご
報
告
と
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。記　

権
宮
司　

十
亀　

博
行

「
霊
峰
石
鎚
山
開
山
千
三
百
四
十
年
」

「
石
鎚
神
社　

列
格　

百
六
十
年
」

「
石
鎚
本
教　

創
立　

八
十
周
年
」

「
霊
峰
石
鎚
山
開
山
千
三
百
四
十
年
」

「
石
鎚
神
社　

列
格　

百
六
十
年
」

「
石
鎚
本
教　

創
立　

八
十
周
年
」

「
霊
峰
石
鎚
山
開
山
千
三
百
四
十
年
」

「
石
鎚
神
社　

列
格　

百
六
十
年
」

「
石
鎚
本
教　

創
立　

八
十
周
年
」

・
・
・
開
催
要
項
・
・
・

御
案
内

※
御
遺
族
様
に
は
該
当
の
命
日
月

（
毎
月
十
五
日
、
月
次
祭
終
了
後
・

案
内
は
月
を
先
取
り
し
て
い
ま

す
）
に
命
日
祭
の
御
案
内
を
差
し

上
げ
て
い
ま
す
。
住
所
変
更
あ
り

ま
す
方
は
ご
一
報
願
い
ま
す
。

※
祖
霊
殿
春
・
秋
例
大
祭
の
ご
案

内
は
今
年
、
新
た
に
合
祀
さ
れ
た

御
遺
族
様
と
過
去
三
年
以
内
に
合

祀
さ
れ
た
御
遺
族
の
方
へ
案
内
を

差
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。
以
外
の

御
遺
族
様
も
御
参
列
戴
き
、
御
霊

慰
め
の
祭
典
を
共
に
御
奉
仕
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

春
秋
大
祭
・
命
日
祭
へ
の
数
多

く
の
御
参
列
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

●
先
達
会
符
の
名
義
変
更
な
ど
お

済
み
で
な
い
御
遺
族
様
、
ま
た
ご

不
明
な
点
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
遠

慮
無
く
神
社
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

石
鎚
神
社　

先
達
会
付
係

℡
0
8
9
7
‐
5
5
‐
4
0
4
4

　

境
内
に
あ
る
祖
霊
殿
。
石
鎚
山

開
山
の
祖
・
役
小
角
を
は
じ
め
歴

代
宮
司
、
霊
峰
石
鎚
の
為
に
お
力

添
え
を
戴
き
ま
し
た
先
達
・
教
師
・

特
別
崇
敬
者
に
て
帰
天
さ
れ
ま
し

た
方
々
を
お
祀
り
し
て
お
り
、
毎

年
四
月
・
十
月
の
六
日
、
午
前
十

時
よ
り
例
大
祭
並
び
に
合
祀
祭
を

斎
行
し
て
い
ま
す
。

　

秋
季
例
大
祭
は
秋
風
吹
く
中
、

関
係
御
遺
族
・
神
社
役
員
の
ご
参

列
を
戴
き
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

合
祀
さ
れ
ま
し
た
御
霊
の
在
り

し
日
の
面
影
を
偲
び
、
思
い
出
の

数
々
を
顧
み
る
中
に
、
凜
と
し
た

お
姿
、ま
た
皆
を
導
く
大
き
な
背
中
、

優
し
い
お
顔
を
思
い
出
し
な
が
ら

御
霊
安
か
れ
と
祈
念
致
し
ま
し
た
。

先
達
・
教
師
の
皆
様
が
、
築
か
れ

ま
し
た
篤
き
志
を
、
ま
た
優
し
き

御
心
を
継
が
れ
ま
す
こ
と
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
合
祀
さ
れ
ま
し
た
新
祭

神
を
ご
紹
介
申
し
上
げ
ま
す
。

副
大
監
長

箱
崎　

清
市　

大
人
命

取
締

大
黒　

正
行　

大
人
命

取
締

箱
崎　

幾
雄　

大
人
命

取
締

中
田
ヨ
ネ
子　

刀
自
命

先
達

三
宅　

宏
和　

大
人
命

先
達

空
野　

時
枝　

刀
自
命

特
別
崇
敬
者箱

崎　

正
繁　

大
人
命

（
順
不
同
）

功
労
章
銀
笏　

元
老
大
顧
問

少
教
正

眞
木　

高
年　

大
人
命

有
功
神
鏡
笏　

元
老
大
顧
問

権
大
教
正

松
岡　
　

功　

大
人
命

有
功
神
鏡
笏　

元
老
大
顧
問

西
中　

圓
勝　

大
人
命

元
老
大
顧
問

少
教
正

軸
丸　

貞
子　

刀
自
命

元
老
大
顧
問酒

井
作
一
郎　

大
人
命

元
老

淺
野　

九
三　

大
人
命

特
別
大
監
長

権
中
講
義

船
田　

栄
一　

大
人
命

副
大
監
長

箱
崎　

繁
夫　

大
人
命

十
月
六
日

祖
霊
殿　

秋
季
例
大
祭
・
合
祀
祭
斎
行

 

十
月
六
日

　
 

祖
霊
殿　

秋
季
例
大
祭
・
合
祀
祭
斎
行

十
月
六
日

祖
霊
殿　

秋
季
例
大
祭
・
合
祀
祭
斎
行

令
和
七
年　

　
　
　

十
月
六
日

祖
霊
殿
合
祀
祭
神
名

令
和
七
年　

　
　
　

十
月
六
日

祖
霊
殿
合
祀
祭
神
名

令
和
七
年　

　
　
　

十
月
六
日

祖
霊
殿
合
祀
祭
神
名
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愛
媛
県　

名
誉
宮
司
・
名
誉
管
長

十
亀　

興
美

徳
島
県　

奉
祝
実
行
委
員
長

平
岡　
　

明

大
分
県　

名
誉
顧
問

霊
威
教
会   

中
西　

幸
男

福
岡
県　

教
会
聯
合
会
会
長

　
　
　
　

福
岡
神
和
教
会佐

伯　

良
子

広
島
県　

蔵
王
教
会

深
川　

健
二

愛
媛
県　

夏
山
開
大
祭
救
護
班
隊
長

曽
我　

政
夫

愛
媛
県　

氏
子
立
螺
之
会岩

本　

廣
志

高
知
県　

佐
川
教
会

片
岡　

抄
織

神
奈
川
県　

常
任
講
師

　

西
海
文
庫　

文
庫
長西

海　

賢
二

  

一
等　

福
岡
県　

福
岡
神
和
教
会

　
　
　
　
　
　
　
　

  
佐
伯　

良
子

「
霊
峰
石
鎚
山
開
山
千
三
百
四
十
年
」

「
石
鎚
神
社
列
格
百
六
十
年
」

「
石
鎚
本
教
創
立
八
十
周
年
」

教
会
等
級
昇
格
・
昇
級
辞
令
・
表
彰
状
拝
受
者
御
芳
名

  

準
二
等　

高
知
県　

佐
川
教
会

　
　
　
　
　
　
　
　

  

片
岡　

抄
織

  

準
二
等　

愛
媛
県　

伊
予
教
会

　
　
　
　
　
　
　
　

  

肥
田
真
由
美

  

準
二
等　

大
分
県　

尺
間
嶽
教
会

　
　
　
　
　
　
　
　

  

田
島　

大
悟

  

準
三
等　

山
口
県　

富
海
教
会

　
　
　
　
　
　
　
　

  

松
岡　

英
二

  

三
等　
　

高
知
県　

足
摺
岬
教
会

　
　
　
　
　
　
　
　

  

中
澤　

幸
孝

石
鎚
本
教
功
労
章

  

高
知
県　

和
食
教
会　

安
岡
桂
一
郎

最
高
功
労
章
金
笏

  

大
阪
府　

大
阪
教
会　

湊　

喜
美
子

  

広
島
県　

中
津
原
遙
拝
所

　
　
　
　
　
　
　
　

髙
原　

政
明

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

※
恐
縮
な
が
ら
紙
面
の
都
合
上
、
芳
名
掲
載
は
勤
続
表
彰
状
拝
受
者
の
方
ま
で
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

特
別
功
労
者
表
彰

　

愛
媛
県　

吉
田
教
会

越
智　

汀
祐

　

愛
媛
県　

睦
美
教
会

田
窪　

隆
子

本
教
理
事　

二
十
年
以
上
勤
続

常
務
総
代　

十
年
以
上
勤
続

　

愛
媛
県　
　
　
　
　

湊　
　

照
彦

常
務
総
代
・
本
教
理
事

　
　
　
　
　
　
　

十
年
以
上
勤
続

　

徳
島
県　
　
　
　
　

平
岡　
　

明

常
務
総
代
・
氏
子
総
代

　
　
　
　
　
　
　

十
年
以
上
勤
続

　

愛
媛
県　
　
　
　
　

十
亀　

貴
文

本
教
理
事
十
年
以
上
勤
続

　

愛
媛
県　
　
　
　
　

沖
野　

和
義

　

愛
媛
県　
　
　
　
　

田
窪　

一
善

本
教
評
議
員
三
十
年
以
上
勤
続

　

広
島
県　
　
　
　
　

川
西　

久
美

　

大
分
県　
　
　
　
　

中
西　

幸
男

　

岡
山
県　
　
　
　
　

森　
　

文
成

　

山
口
県　
　
　
　
　

加
藤　

法
泰

有
功
神
鏡
笏

  

香
川
県　

讃
岐
神
大
遙
拝
所

　
　
　
　
　
　
　
　

大
高　

久
呼

功
労
章
銀
笏

  

岡
山
県　

倉
敷
中
央
遙
拝
所

　
　
　
　
　
　
　
　

平
松　

史
朗

  

愛
媛
県　

西
宇
和
遙
拝
所

　
　
　
　
　
　
　
　

山
下　

芳
章

  

愛
媛
県　

南
予
崇
敬
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　

原
井
川　

平

教
会
長
・
遙
拝
所
長

　
　
　
　
　
　

三
十
年
以
上
勤
続

　

三
原
市
教
会　
　
　

福
地
宗
明
彦

　

蔵
王
教
会　
　
　
　

深
川　

健
二

　

萩
教
会　
　
　
　
　

安
藤　

郁
美

　

敬
祥
教
会　
　
　
　

勝
本　

房
利

　

岩
倉
教
会　
　
　
　

田
中　

聡
哉

　

神
明
遙
拝
所　
　
　

大
西
サ
カ
エ

　

福
山
珍
怡
遙
拝
所　

若
井　

朗

　

神
畑
遙
拝
所　
　
　

松
本　

光
子

教
会
長
•
遙
拝
所
長

　
　
　
　
　
　

二
十
年
以
上
勤
続

　

吉
田
教
会　
　
　
　

越
智　

汀
祐

　

山
南
嘉
和
教
会　
　

岡
本　

嘉
孝

　

鐘
ヶ
淵
教
会　
　
　

山
田　

春
治

　

香
春
教
会　
　
　
　

川
津　

守
秀

　

大
分
市
教
会　
　
　

長
澤　

講
三

　

中
予
横
山
遙
拝
所　

沼
田　

保
男

　

須
崎
市
遙
拝
所　
　

笹
岡　

義
和

　

鴨
方
遙
拝
所　
　
　

花
野　

一
雄

　

倉
敷
中
央
遙
拝
所　

平
松　

史
朗

　

大
打
山
遙
拝
所　
　

石
崎　

昌
司

　

徳
浦
遙
拝
所　
　
　

木
村　

好
一

令
和
七
年
八
月
末
日
現
在

順
不
同
・
敬
称
略

本
教
評
議
員
二
十
年
以
上
勤
続

　

愛
媛
県　
　
　
　
　

田
窪　

一
善

　

山
口
県　
　
　
　
　

西
田　

幸
子

　

福
岡
県　
　
　
　
　

梶
原　

倫
子

本
教
評
議
員
十
年
以
上
勤
続

　

愛
媛
県　
　
　
　
　

坪
内　

続

　

愛
媛
県　
　
　
　
　

沖
野　

和
義

　

高
知
県　
　
　
　
　

岡
村　

信
一

　

香
川
県　
　
　
　
　

横
田　

一
德

　

高
知
県　
　
　
　
　

安
岡
桂
一
郎

　

山
口
県　
　
　
　
　

山
中　

將
史

　

広
島
県　
　
　
　
　

三
吉　

真
司

　

大
分
県　
　
　
　
　

江
藤　

秀
人

　

福
岡
県　
　
　
　
　

佐
伯　

良
子

　

福
岡
県　
　
　
　
　

越
智　

節
子

　

大
阪
府　
　
　
　
　

湊　

喜
美
子

　

広
島
県　
　
　
　
　

木
村　

稔

　

愛
媛
県　
　
　
　
　

井
上　

忠
史

教
会
長
・
遙
拝
所
長

　
　
　
　
　
　

四
十
年
以
上
勤
続

　

上
下
教
会　
　
　
　

有
田　

守
男

　

廿
日
市
遙
拝
所　
　

片
山　

辰
馬

　

大
阪
生
栄
遙
拝
所　

伊
東　

祐
宏

　

愛
知
遙
拝
所　
　
　

澁
谷
恵
美
子

役
員
・
教
会
長
・
遙
拝
所
長

勤
続
者
表
彰

教
会
等
級
昇
格
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愛
媛
県　

名
誉
宮
司
・
名
誉
管
長

十
亀　

興
美

徳
島
県　

奉
祝
実
行
委
員
長

平
岡　
　

明

大
分
県　

名
誉
顧
問

霊
威
教
会   

中
西　

幸
男

福
岡
県　

教
会
聯
合
会
会
長

　
　
　
　

福
岡
神
和
教
会佐

伯　

良
子

広
島
県　

蔵
王
教
会

深
川　

健
二

愛
媛
県　

夏
山
開
大
祭
救
護
班
隊
長

曽
我　

政
夫

愛
媛
県　

氏
子
立
螺
之
会岩

本　

廣
志

高
知
県　

佐
川
教
会

片
岡　

抄
織

神
奈
川
県　

常
任
講
師

　

西
海
文
庫　

文
庫
長西

海　

賢
二

  

一
等　

福
岡
県　

福
岡
神
和
教
会

　
　
　
　
　
　
　
　

  

佐
伯　

良
子

「
霊
峰
石
鎚
山
開
山
千
三
百
四
十
年
」

「
石
鎚
神
社
列
格
百
六
十
年
」

「
石
鎚
本
教
創
立
八
十
周
年
」

教
会
等
級
昇
格
・
昇
級
辞
令
・
表
彰
状
拝
受
者
御
芳
名

  

準
二
等　

高
知
県　

佐
川
教
会

　
　
　
　
　
　
　
　

  

片
岡　

抄
織

  

準
二
等　

愛
媛
県　

伊
予
教
会

　
　
　
　
　
　
　
　

  

肥
田
真
由
美

  

準
二
等　

大
分
県　

尺
間
嶽
教
会

　
　
　
　
　
　
　
　

  

田
島　

大
悟

  

準
三
等　

山
口
県　

富
海
教
会

　
　
　
　
　
　
　
　

  

松
岡　

英
二

  

三
等　
　

高
知
県　

足
摺
岬
教
会

　
　
　
　
　
　
　
　

  

中
澤　

幸
孝

石
鎚
本
教
功
労
章

  

高
知
県　

和
食
教
会　

安
岡
桂
一
郎

最
高
功
労
章
金
笏

  

大
阪
府　

大
阪
教
会　

湊　

喜
美
子

  

広
島
県　

中
津
原
遙
拝
所

　
　
　
　
　
　
　
　

髙
原　

政
明

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

※
恐
縮
な
が
ら
紙
面
の
都
合
上
、
芳
名
掲
載
は
勤
続
表
彰
状
拝
受
者
の
方
ま
で
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

特
別
功
労
者
表
彰

　

愛
媛
県　

吉
田
教
会

越
智　

汀
祐

　

愛
媛
県　

睦
美
教
会

田
窪　

隆
子

本
教
理
事　

二
十
年
以
上
勤
続

常
務
総
代　

十
年
以
上
勤
続

　

愛
媛
県　
　
　
　
　

湊　
　

照
彦

常
務
総
代
・
本
教
理
事

　
　
　
　
　
　
　

十
年
以
上
勤
続

　

徳
島
県　
　
　
　
　

平
岡　
　

明

常
務
総
代
・
氏
子
総
代

　
　
　
　
　
　
　

十
年
以
上
勤
続

　

愛
媛
県　
　
　
　
　

十
亀　

貴
文

本
教
理
事
十
年
以
上
勤
続

　

愛
媛
県　
　
　
　
　

沖
野　

和
義

　

愛
媛
県　
　
　
　
　

田
窪　

一
善

本
教
評
議
員
三
十
年
以
上
勤
続

　

広
島
県　
　
　
　
　

川
西　

久
美

　

大
分
県　
　
　
　
　

中
西　

幸
男

　

岡
山
県　
　
　
　
　

森　
　

文
成

　

山
口
県　
　
　
　
　

加
藤　

法
泰

有
功
神
鏡
笏

  

香
川
県　

讃
岐
神
大
遙
拝
所

　
　
　
　
　
　
　
　

大
高　

久
呼

功
労
章
銀
笏

  

岡
山
県　

倉
敷
中
央
遙
拝
所

　
　
　
　
　
　
　
　

平
松　

史
朗

  

愛
媛
県　

西
宇
和
遙
拝
所

　
　
　
　
　
　
　
　

山
下　

芳
章

  

愛
媛
県　

南
予
崇
敬
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　

原
井
川　

平

教
会
長
・
遙
拝
所
長

　
　
　
　
　
　

三
十
年
以
上
勤
続

　

三
原
市
教
会　
　
　

福
地
宗
明
彦

　

蔵
王
教
会　
　
　
　

深
川　

健
二

　

萩
教
会　
　
　
　
　

安
藤　

郁
美

　

敬
祥
教
会　
　
　
　

勝
本　

房
利

　

岩
倉
教
会　
　
　
　

田
中　

聡
哉

　

神
明
遙
拝
所　
　
　

大
西
サ
カ
エ

　

福
山
珍
怡
遙
拝
所　

若
井　

朗

　

神
畑
遙
拝
所　
　
　

松
本　

光
子

教
会
長
•
遙
拝
所
長

　
　
　
　
　
　

二
十
年
以
上
勤
続

　

吉
田
教
会　
　
　
　

越
智　

汀
祐

　

山
南
嘉
和
教
会　
　

岡
本　

嘉
孝

　

鐘
ヶ
淵
教
会　
　
　

山
田　

春
治

　

香
春
教
会　
　
　
　

川
津　

守
秀

　

大
分
市
教
会　
　
　

長
澤　

講
三

　

中
予
横
山
遙
拝
所　

沼
田　

保
男

　

須
崎
市
遙
拝
所　
　

笹
岡　

義
和

　

鴨
方
遙
拝
所　
　
　

花
野　

一
雄

　

倉
敷
中
央
遙
拝
所　

平
松　

史
朗

　

大
打
山
遙
拝
所　
　

石
崎　

昌
司

　

徳
浦
遙
拝
所　
　
　

木
村　

好
一

令
和
七
年
八
月
末
日
現
在

順
不
同
・
敬
称
略

本
教
評
議
員
二
十
年
以
上
勤
続

　

愛
媛
県　
　
　
　
　

田
窪　

一
善

　

山
口
県　
　
　
　
　

西
田　

幸
子

　

福
岡
県　
　
　
　
　

梶
原　

倫
子

本
教
評
議
員
十
年
以
上
勤
続

　

愛
媛
県　
　
　
　
　

坪
内　

続

　

愛
媛
県　
　
　
　
　

沖
野　

和
義

　

高
知
県　
　
　
　
　

岡
村　

信
一

　

香
川
県　
　
　
　
　

横
田　

一
德

　

高
知
県　
　
　
　
　

安
岡
桂
一
郎

　

山
口
県　
　
　
　
　

山
中　

將
史

　

広
島
県　
　
　
　
　

三
吉　

真
司

　

大
分
県　
　
　
　
　

江
藤　

秀
人

　

福
岡
県　
　
　
　
　

佐
伯　

良
子

　

福
岡
県　
　
　
　
　

越
智　

節
子

　

大
阪
府　
　
　
　
　

湊　

喜
美
子

　

広
島
県　
　
　
　
　

木
村　

稔

　

愛
媛
県　
　
　
　
　

井
上　

忠
史

教
会
長
・
遙
拝
所
長

　
　
　
　
　
　

四
十
年
以
上
勤
続

　

上
下
教
会　
　
　
　

有
田　

守
男

　

廿
日
市
遙
拝
所　
　

片
山　

辰
馬

　

大
阪
生
栄
遙
拝
所　

伊
東　

祐
宏

　

愛
知
遙
拝
所　
　
　

澁
谷
恵
美
子

役
員
・
教
会
長
・
遙
拝
所
長

勤
続
者
表
彰

教
会
等
級
昇
格
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河
村　

英
樹

西
原　

貞
子

上
廣
敏
彦
・
昭
子

鈴
木
喜
代
子

　

本
社
で
の
壱
万
円
以
上
の
お
初

穂
奉
納
者
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本

社
手
水
舎
前
に
掲
載
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

令
和
七
年
八
月
一
日
〜

　
　
　

令
和
七
年
九
月
末
日

《
本
社
》

◎
壱
百
万
円
以
上

武
智　

晴
子

◎
式
拾
万
円
以
上

㈱
大
屋　

伊
藤
慎
太
郎

◎
壱
拾
万
円
以
上

　
　

和
食
教
会　
　

  

安
岡
桂
一
郎

　
　

讃
岐
神
大
遙
拝
所大

高　

久
呼

浦
松　

大
八

◎
五
万
円
以
上

浦
松　
　

傳

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

　

真
心
の
ご
浄
財
・
ご
奉
納
を
賜

り
ま
し
た
皆
様
、
ご
奉
賛
心
よ
り

厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

文
責　

禰
宜　

大
岡

◎
弐
拾
万
円
以
上

　
　

導
不
動
院
遙
拝
所宮

井
キ
ヌ
コ

　
　

大
打
山
遙
拝
所  

石
﨑　

昌
司

　
　

尺
間
嶽
教
会
・
臼
杵
遙
拝
所

田
島
大
悟
・
木
浦
由
香

　
　

吉
田
教
会　
　

  

越
智　

汀
祐

　
　

葉
山
教
会　
　

  

岡
村　

信
一

平
岡　
　

明

◎
壱
拾
五
万
円
以
上

　
　

大
分
石
鎚
教
会  
江
藤　

秀
人

　
　

香
春
教
会　
　

  
川
津　

守
秀

　
　

吉
見
教
会　
　

  
加
藤　

法
泰

◎
壱
拾
万
円
以
上

　
　

睦
美
教
会　
　

  

田
窪　

一
善

　
　

吉
田
教
会　
　

  

越
智　

汀
祐

　
　

大
阪
周
布
教
会  

湊　
　

照
彦

　
　

下
関
教
会　
　

  

田
邊　

和
彦

　
　

穂
波
教
会　
　

  

越
智　

節
子

　
　

大
分
石
鎚
教
会  

江
藤　

秀
人

　
　

神
明
遙
拝
所　

  

大
西
サ
カ
エ

　
　

大
打
山
遙
拝
所  

石
﨑　

昌
司

　
　

東
雲
講
社　
　

  

黒
田　

明
子

　
　

西
山
講　
　
　

  

西
山　

安
磨

　
　

五
万
円
以
上
ご
奉
納
い
た
だ

　
　

き
ま
し
た
皆
様

《
本
社
》

◎
壱
千
万
円
以
上

浅
海　

重
子

◎
壱
百
万
円
以
上

　
　

大
阪
教
会　
　

  

湊　

喜
美
子

　
　

福
岡
神
和
教
会

佐
伯　

良
子

　
　

愛
知
遙
拝
所　

  

澁
谷
恵
美
子

豊　

友　

会

石
鎚
敬
神
婦
人
会

◎
八
拾
万
円
以
上

　
　

福
岡
神
和
教
会

佐
伯　

良
子

◎
五
拾
万
円
以
上

　
　

霊
威
教
会　
　

  

中
西　

幸
男

◎
参
拾
万
円
以
上

　
　

導
不
動
院
遙
拝
所宮

井
キ
ヌ
コ

敬
神
婦
人
会
橘
支
部

　
　

㈱
浦
松
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

　
　

フ
ァ
ー
ム　
　

  

浦
松　

大
八

　
　

株
式
会
社
浦
松
建
設平野

英
太
郎

十
亀　

興
美

越
智　

汀
祐

原
井
川　

平

河
村
靖
彦
・
東
子

◎
七
万
円
以
上

　
　

佐
川
教
会　
　

  

片
岡　

抄
織

◎
五
万
円
以
上

　
　

穂
波
教
会　
　

  

越
智　

節
子

　
　

富
海
教
会　
　

  

松
岡　

英
二

　
　

西
条
周
桑
崇
敬
組
合佐伯　

義
明

　
　

佐
川
教
会　
　

  

片
岡　

抄
織

　
　

福
岡
崇
敬
組
合  

梶
原　

倫
子

　
　

中
予
崇
敬
組
合  

山
本
眞
理
子

　
　

赤
坂
教
会　
　

  

木
村　
　

稔

　
　

山
南
嘉
和
教
会  

岡
本　

嘉
孝

　
　

鐘
ヶ
淵
教
会　

  

山
田　

春
治

　
　

富
海
教
会　
　

  

松
岡　

英
二

　
　

敬
祥
教
会　
　

  

勝
本　

房
利

　
　

大
阪
西
教
会　

  

室
田　

博
子

　
　

敬
神
婦
人
会
副
会
長石﨑

美
智
子

　
　

讃
岐
神
大
遙
拝
所大

高　

久
呼

　
　

愛
知
遙
拝
所　

  

澁
谷
恵
美
子

　
　

石
鎚
登
山
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
㈱

伊
藤　

和
豊

浅
海　

重
子

河
村
靖
彦
・
東
子

松
浦　

節
子

浦
松　
　

傳

･
平
成
元
年　
　

先
達
拝
命

･
平
成
二
十
三
年
常
務
総
代
就
任

･
平
成
三
十
年　

有
功
神
鏡
笏
拝
受

･
令
和　

六
年　

功
労
章
銀
笏
拝
受

･
元
、
宮
司
推
薦
総
代
。

･
元
、
東
予
崇
敬
組
合
、
徳
島
支
部

　

長
。
御
神
像
奉
持
の
ご
奉
仕
も
長

　

き
に
わ
た
る
。

　

筆
頭
常
務
総
代
・
筆
頭
本
教
理
事
、

平
岡
明
元
老
大
顧
問
が
、
八
月
末
、

神
社
・
本
教
七
十
五
才
の
役
員
定
年

を
迎
え
ら
れ
勇
退
さ
れ
た
。
去
る
八

月
二
十
日
の
総
代
・
評
議
員
会
に
て
、

神
社
・
本
教
の
名
誉
顧
問
に
推
挙
さ

れ
、
満
場
一
致
に
て
承
認
さ
れ
た
。

　

長
ら
く
の
ご
奉
仕
に
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
、
今
後
は
名
誉
顧
問
と
し

て
ご
指
導
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

文
責
、
武
智
。

・
昭
和
三
十
二
年
生

・
石
鎚
本
教　

理
事

・
山
南
嘉
和
教
会　

教
会
長

・
元
、
本
教
・
奉
賛
会　

監
査
役

　

岡
本
常
務
総
代
は
三
代
続
く
教
会

の
長
を
平
成
十
一
年
に
継
承
以
来
、

祭
儀
を
連
綿
と
厳
修
し
、
近
隣
の
遙

拝
所
へ
も
奉
仕
、
正
月
、
御
山
開
き

大
祭
、
春
秋
例
大
祭
に
は
信
徒
を
引

率
さ
れ
参
拝
を
続
け
ら
れ
る
。
本

教
・
奉
賛
会
の
監
査
役
も
長
く
奉
仕
。

　

去
る
八
月
二
十
日
の
神
社
総
代
会

に
て
推
挙
さ
れ
、
満
場
一
致
に
て
承

認
、
今
秋
就
任
さ
れ
た
。

　

神
社
・
本
教
の
役
員
と
し
て
、
ご

活
躍
を
お
祈
り
す
る
次
第
で
あ
る
。

文
責
、武
智
。

石
鎚
神
社
・
神
社
本
教

名
誉
顧
問　

就
任

功
労
章　

銀
之
笏
拝
受

平
岡　
　

明
元
老
大
顧
問
・
少
教
正

　
　
　
　

九
月
一
日
付

石
鎚
神
社　

常
務
総
代　

就
任

岡
本　

嘉
孝

本
教
理
事
・
元
老
大
顧
問
・
中
教
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

九
月
一
日
付

「
霊
峰
石
鎚
山
開
山
千
三
百
四
十
年
」

「
石
鎚
神
社　

列
格　

百
六
十
年
」

「
石
鎚
本
教　

創
立　

八
十
周
年
」

　
　

奉
祝
式
典
・
奉
祝
大
祭

　
　
　
　
　

お
初
穂
奉
納
者

「
霊
峰
石
鎚
山
開
山
千
三
百
四
十
年
」

「
石
鎚
神
社　

列
格　

百
六
十
年
」

「
石
鎚
本
教　

創
立　

八
十
周
年
」

　
　

奉
祝
式
典
・
奉
祝
大
祭

　
　
　
　
　

お
初
穂
奉
納
者

　

武
智
正
人
宮
司
が
、
愛
媛
県
神

社
庁
の
副
庁
長
に
就
任
さ
れ
ま
し

た
。

　

愛
媛
県
神
社
庁
役
員
会
及
び
同

協
議
員
会
に
て
選
任
を
受
け
、
御

山
開
き
大
祭
初
日
、
七
月
一
日
付

の
ご
就
任
で
す
。

　

愛
媛
県
の
神
社
界
の
神
職
及
び

神
職
支
部
を
統
べ
る
神
社
庁
の
重

職
に
於
い
て
、
益
々
の
ご
健
康
と

ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

記　

権
宮
司　

十
亀
博
行

御　

慶

武
智　

正
人　

宮
司

愛
媛
県
神
社
庁

　

副
庁
長
に
御
就
任

七
月
一
日
付

　

去
る
十
月
五
日
、
石
鎚
本
教
秋

季
例
大
祭
に
、
東
予
崇
敬
組
合
の

徳
島
支
部
の
皆
さ
ま
が
、
投
げ
餅

を
奉
納
頂
き
ま
し
た
。

　

石
鎚
大
神
様
へ
の
献
上
の
思
い

を
込
め
、
丹
念
に
一
つ
ず
つ
作
り

上
げ
て
の
ご
奉
納
で
す
。

　

皆
様
の
笑
顔
の
ご
奉
仕
に
、
大

神
様
も
お
喜
び
、
大
祭
当
日
は
実

に
盛
大
な
餅
投
げ
と
な
り
ま
し
た
。

　

深
く
御
礼
を
申
し
上
げ
、
ご
奉

仕
の
皆
さ
ま
の
ご
紹
介
と
致
し
ま

す
。

記　

権
宮
司　

十
亀
博
行

　
　

ご
奉
仕
・
ご
奉
納
者

武
田　

喜
善　

•　

武
田
み
ど
り

藤
本　

敏
男　

•　

藤
本　

園
枝

星
川　

弘
明　

•　

平
岡　

武
子

森
岡　

政
和　

・　

森
岡
百
合
香

河
合　

純
子　

・　

渡
辺　

功
子

梶
浦　

和
恵　

•　

佐
藤　

幸
子

佐
藤
か
つ
子　

•　

藤
本　

幹
世

丸
岡　

大
輔　

•　

谷　

英
子

渡
辺
シ
ン
ヤ

（
順
不
同
•
敬
称
略
）

投
げ
餅　

ご
奉
納

為
、
石
鎚
本
教　

秋
季
例
大
祭

東
予
崇
敬
組
合　

徳
島
支
部

支
部
長　

武
田
喜
善　

名
誉
部
長
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河
村　

英
樹

西
原　

貞
子

上
廣
敏
彦
・
昭
子

鈴
木
喜
代
子

　

本
社
で
の
壱
万
円
以
上
の
お
初

穂
奉
納
者
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本

社
手
水
舎
前
に
掲
載
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

令
和
七
年
八
月
一
日
〜

　
　
　

令
和
七
年
九
月
末
日

《
本
社
》

◎
壱
百
万
円
以
上

武
智　

晴
子

◎
式
拾
万
円
以
上

㈱
大
屋　

伊
藤
慎
太
郎

◎
壱
拾
万
円
以
上

　
　

和
食
教
会　
　

  

安
岡
桂
一
郎

　
　

讃
岐
神
大
遙
拝
所大

高　

久
呼

浦
松　

大
八

◎
五
万
円
以
上

浦
松　
　

傳

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

　

真
心
の
ご
浄
財
・
ご
奉
納
を
賜

り
ま
し
た
皆
様
、
ご
奉
賛
心
よ
り

厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

文
責　

禰
宜　

大
岡

◎
弐
拾
万
円
以
上

　
　

導
不
動
院
遙
拝
所宮

井
キ
ヌ
コ

　
　

大
打
山
遙
拝
所  

石
﨑　

昌
司

　
　

尺
間
嶽
教
会
・
臼
杵
遙
拝
所

田
島
大
悟
・
木
浦
由
香

　
　

吉
田
教
会　
　

  

越
智　

汀
祐

　
　

葉
山
教
会　
　

  

岡
村　

信
一

平
岡　
　

明

◎
壱
拾
五
万
円
以
上

　
　

大
分
石
鎚
教
会  

江
藤　

秀
人

　
　

香
春
教
会　
　

  

川
津　

守
秀

　
　

吉
見
教
会　
　

  

加
藤　

法
泰

◎
壱
拾
万
円
以
上

　
　

睦
美
教
会　
　

  

田
窪　

一
善

　
　

吉
田
教
会　
　

  

越
智　

汀
祐

　
　

大
阪
周
布
教
会  

湊　
　

照
彦

　
　

下
関
教
会　
　

  

田
邊　

和
彦

　
　

穂
波
教
会　
　

  

越
智　

節
子

　
　

大
分
石
鎚
教
会  

江
藤　

秀
人

　
　

神
明
遙
拝
所　

  

大
西
サ
カ
エ

　
　

大
打
山
遙
拝
所  

石
﨑　

昌
司

　
　

東
雲
講
社　
　

  

黒
田　

明
子

　
　

西
山
講　
　
　

  

西
山　

安
磨

　
　

五
万
円
以
上
ご
奉
納
い
た
だ

　
　

き
ま
し
た
皆
様

《
本
社
》

◎
壱
千
万
円
以
上

浅
海　

重
子

◎
壱
百
万
円
以
上

　
　

大
阪
教
会　
　

  

湊　

喜
美
子

　
　

福
岡
神
和
教
会

佐
伯　

良
子

　
　

愛
知
遙
拝
所　

  

澁
谷
恵
美
子

豊　

友　

会

石
鎚
敬
神
婦
人
会

◎
八
拾
万
円
以
上

　
　

福
岡
神
和
教
会

佐
伯　

良
子

◎
五
拾
万
円
以
上

　
　

霊
威
教
会　
　

  

中
西　

幸
男

◎
参
拾
万
円
以
上

　
　

導
不
動
院
遙
拝
所宮

井
キ
ヌ
コ

敬
神
婦
人
会
橘
支
部

　
　

㈱
浦
松
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

　
　

フ
ァ
ー
ム　
　

  

浦
松　

大
八

　
　

株
式
会
社
浦
松
建
設平野

英
太
郎

十
亀　

興
美

越
智　

汀
祐

原
井
川　

平

河
村
靖
彦
・
東
子

◎
七
万
円
以
上

　
　

佐
川
教
会　
　

  

片
岡　

抄
織

◎
五
万
円
以
上

　
　

穂
波
教
会　
　

  

越
智　

節
子

　
　

富
海
教
会　
　

  

松
岡　

英
二

　
　

西
条
周
桑
崇
敬
組
合佐伯　

義
明

　
　

佐
川
教
会　
　

  

片
岡　

抄
織

　
　

福
岡
崇
敬
組
合  

梶
原　

倫
子

　
　

中
予
崇
敬
組
合  

山
本
眞
理
子

　
　

赤
坂
教
会　
　

  

木
村　
　

稔

　
　

山
南
嘉
和
教
会  

岡
本　

嘉
孝

　
　

鐘
ヶ
淵
教
会　

  

山
田　

春
治

　
　

富
海
教
会　
　

  

松
岡　

英
二

　
　

敬
祥
教
会　
　

  

勝
本　

房
利

　
　

大
阪
西
教
会　

  

室
田　

博
子

　
　

敬
神
婦
人
会
副
会
長石﨑

美
智
子

　
　

讃
岐
神
大
遙
拝
所大

高　

久
呼

　
　

愛
知
遙
拝
所　

  

澁
谷
恵
美
子

　
　

石
鎚
登
山
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
㈱

伊
藤　

和
豊

浅
海　

重
子

河
村
靖
彦
・
東
子

松
浦　

節
子

浦
松　
　

傳

･
平
成
元
年　
　

先
達
拝
命

･
平
成
二
十
三
年
常
務
総
代
就
任

･
平
成
三
十
年　

有
功
神
鏡
笏
拝
受

･
令
和　

六
年　

功
労
章
銀
笏
拝
受

･
元
、
宮
司
推
薦
総
代
。

･
元
、
東
予
崇
敬
組
合
、
徳
島
支
部

　

長
。
御
神
像
奉
持
の
ご
奉
仕
も
長

　

き
に
わ
た
る
。

　

筆
頭
常
務
総
代
・
筆
頭
本
教
理
事
、

平
岡
明
元
老
大
顧
問
が
、
八
月
末
、

神
社
・
本
教
七
十
五
才
の
役
員
定
年

を
迎
え
ら
れ
勇
退
さ
れ
た
。
去
る
八

月
二
十
日
の
総
代
・
評
議
員
会
に
て
、

神
社
・
本
教
の
名
誉
顧
問
に
推
挙
さ

れ
、
満
場
一
致
に
て
承
認
さ
れ
た
。

　

長
ら
く
の
ご
奉
仕
に
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
、
今
後
は
名
誉
顧
問
と
し

て
ご
指
導
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

文
責
、
武
智
。

・
昭
和
三
十
二
年
生

・
石
鎚
本
教　

理
事

・
山
南
嘉
和
教
会　

教
会
長

・
元
、
本
教
・
奉
賛
会　

監
査
役

　

岡
本
常
務
総
代
は
三
代
続
く
教
会

の
長
を
平
成
十
一
年
に
継
承
以
来
、

祭
儀
を
連
綿
と
厳
修
し
、
近
隣
の
遙

拝
所
へ
も
奉
仕
、
正
月
、
御
山
開
き

大
祭
、
春
秋
例
大
祭
に
は
信
徒
を
引

率
さ
れ
参
拝
を
続
け
ら
れ
る
。
本

教
・
奉
賛
会
の
監
査
役
も
長
く
奉
仕
。

　

去
る
八
月
二
十
日
の
神
社
総
代
会

に
て
推
挙
さ
れ
、
満
場
一
致
に
て
承

認
、
今
秋
就
任
さ
れ
た
。

　

神
社
・
本
教
の
役
員
と
し
て
、
ご

活
躍
を
お
祈
り
す
る
次
第
で
あ
る
。

文
責
、武
智
。

石
鎚
神
社
・
神
社
本
教

名
誉
顧
問　

就
任

功
労
章　

銀
之
笏
拝
受

平
岡　
　

明
元
老
大
顧
問
・
少
教
正

　
　
　
　

九
月
一
日
付

石
鎚
神
社　

常
務
総
代　

就
任

岡
本　

嘉
孝

本
教
理
事
・
元
老
大
顧
問
・
中
教
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

九
月
一
日
付

「
霊
峰
石
鎚
山
開
山
千
三
百
四
十
年
」

「
石
鎚
神
社　

列
格　

百
六
十
年
」

「
石
鎚
本
教　

創
立　

八
十
周
年
」

　
　

奉
祝
式
典
・
奉
祝
大
祭

　
　
　
　
　

お
初
穂
奉
納
者

「
霊
峰
石
鎚
山
開
山
千
三
百
四
十
年
」

「
石
鎚
神
社　

列
格　

百
六
十
年
」

「
石
鎚
本
教　

創
立　

八
十
周
年
」

　
　

奉
祝
式
典
・
奉
祝
大
祭

　
　
　
　
　

お
初
穂
奉
納
者

　

武
智
正
人
宮
司
が
、
愛
媛
県
神

社
庁
の
副
庁
長
に
就
任
さ
れ
ま
し

た
。

　

愛
媛
県
神
社
庁
役
員
会
及
び
同

協
議
員
会
に
て
選
任
を
受
け
、
御

山
開
き
大
祭
初
日
、
七
月
一
日
付

の
ご
就
任
で
す
。

　

愛
媛
県
の
神
社
界
の
神
職
及
び

神
職
支
部
を
統
べ
る
神
社
庁
の
重

職
に
於
い
て
、
益
々
の
ご
健
康
と

ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

記　

権
宮
司　

十
亀
博
行

御　

慶

武
智　

正
人　

宮
司

愛
媛
県
神
社
庁

　

副
庁
長
に
御
就
任

七
月
一
日
付

　

去
る
十
月
五
日
、
石
鎚
本
教
秋

季
例
大
祭
に
、
東
予
崇
敬
組
合
の

徳
島
支
部
の
皆
さ
ま
が
、
投
げ
餅

を
奉
納
頂
き
ま
し
た
。

　

石
鎚
大
神
様
へ
の
献
上
の
思
い

を
込
め
、
丹
念
に
一
つ
ず
つ
作
り

上
げ
て
の
ご
奉
納
で
す
。

　

皆
様
の
笑
顔
の
ご
奉
仕
に
、
大

神
様
も
お
喜
び
、
大
祭
当
日
は
実

に
盛
大
な
餅
投
げ
と
な
り
ま
し
た
。

　

深
く
御
礼
を
申
し
上
げ
、
ご
奉

仕
の
皆
さ
ま
の
ご
紹
介
と
致
し
ま

す
。

記　

権
宮
司　

十
亀
博
行

　
　

ご
奉
仕
・
ご
奉
納
者

武
田　

喜
善　

•　

武
田
み
ど
り

藤
本　

敏
男　

•　

藤
本　

園
枝

星
川　

弘
明　

•　

平
岡　

武
子

森
岡　

政
和　

・　

森
岡
百
合
香

河
合　

純
子　

・　

渡
辺　

功
子

梶
浦　

和
恵　

•　

佐
藤　

幸
子

佐
藤
か
つ
子　

•　

藤
本　

幹
世

丸
岡　

大
輔　

•　

谷　

英
子

渡
辺
シ
ン
ヤ

（
順
不
同
•
敬
称
略
）

投
げ
餅　

ご
奉
納

為
、
石
鎚
本
教　

秋
季
例
大
祭

東
予
崇
敬
組
合　

徳
島
支
部

支
部
長　

武
田
喜
善　

名
誉
部
長
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去
る
九
月
十
六
日
に
山
口
崇
敬

組
合
の
総
会
が
行
わ
れ
、
新
た
に

田
邊
和
彦
元
老
大
顧
問
が
組
合
長

に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
併
せ
て
副

組
合
長
、
会
計
長
も
新
た
に
就
任

さ
れ
ま
し
た
の
で
ご
報
告
致
し
ま

す
。

副
組
合
長

長
野
辰
男

元
老
大
顧
問
・
訓
導

会
計
長

原
田
浩
一

元
老
大
顧
問
・
権
大
講
義

　

新
た
に
役
職
に
就
か
れ
ま
し
た

皆
様
の
今
後
の
活
躍
と
、
今
後

益
々
の
ご
健
勝
と
を
御
祈
念
致
し

ま
し
て
報
告
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

記　

権
禰
宜　

曽
我
部
洋
輔

写
真　

右
か
ら

副
組
合
長　

長
野
辰
男

組
合
長　
　

田
邊
和
彦

会
計
長　
　

原
田
浩
一

順
不
同
・
敬
称
略

副
組
合
長

　

井
上　

和
夫　

元
老
大
顧
問

会
計

　

渡
部　

繁
夫　

副
取
締

監
査

　

武
智　

保
則　

大
監
長
・
訓
導

幹
事

　

定
井　

暢
男　

元
老

顧
問

　

山
本
眞
理
子　

　
　
　
　
　
　

元
老
・
権
少
教
正

任
期

令
和
七
年
十
一
月
一
日
〜

　

令
和
十
一
年
九
月
三
十
日

山
口
崇
敬
組
合　

新
組
合
長
就
任

組
合
長
・
教
区
長

　
宮
内
　
浩
一

　
　
大
監
長
・
権
大
講
義

監
査

　

武
智　

省
二　

副
大
会
長

幹
事

　

高
須
賀
啓
治

　

宮
内　

仲
子　

　
　
　
　

元
老
顧
問
・
権
少
教
正

顧
問

　

西
原　

和
男　

　

元
老
大
顧
問　

銀
笏
・
少
教
正

任
期

令
和
七
年
十
月
一
日
〜

　

令
和
十
一
年
九
月
三
十
日

　

今
般
、
新
た
に
就
任
し
ま
し
た

宮
内
浩
一
組
合
長
・
宮
内
由
美
教

会
長
を
扇
の
要
と
し
、
中
予
崇
敬

組
合
・
教
会
の
益
々
の
ご
発
展
を

祈
念
致
し
ま
す
。

記
・
権
宮
司　

十
亀　

博
行

教
会
長
・
会
計

　
宮
内
　
由
美

　
　
特
選
部
長
・
大
講
義

　

曽
我
部
洋
輔
権
禰
宜
が
、
愛
媛

県
神
道
青
年
会
の
会
長
に
就
任
し

た
。

　

神
道
青
年
会
は
、
各
県
内
の
四

十
才
ま
で
の
若
手
神
職
を
会
員
と

し
、
青
年
神
職
な
ら
で
は
の
活
動

と
共
に
、
学
び
と
親
睦
の
場
で
も

あ
り
、
各
都
道
府
県
の
神
道
青
年

会
と
の
協
議
会
も
結
成
し
て
お
り
、

そ
の
活
動
に
よ
る
修
練
と
結
束
は
、

将
来
の
神
社
界
の
基
盤
と
な
る
も

の
で
あ
る
。

　

曽
我
部
洋
輔
会
長
の
、
県
内
若

手
神
職
の
リ
ー
ダ
ー
、
全
国
協
議

会
と
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
の
、

益
々
の
活
躍
を
期
待
す
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。

文
責
、
武
智
。

副
所
長
　
岩
﨑
　
賢
一

　
　
元
老
大
顧
問
・
訓
導

会
計
　
岩
﨑
　
晃
三

　
　
　
副
大
監
長
・
訓
導

　

標
記
の
件
に
つ
き
、
八
月
十
七

日
付
け
に
て
上
杉
久
尚
大
監
長
が

所
長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
上
杉
所
長
を
扇
の

要
と
し
、由
緒
あ
る
遙
拝
所
が
益
々

隆
昌
で
あ
り
ま
す
よ
う
祈
念
し
、

ご
報
告
と
致
し
ま
す
。

記
・
権
宮
司　

十
亀　

博
行

遙
拝
所
長

　
上
杉
　
久
尚
　

　
　
大
監
長
・
権
少
講
義

　
　
令
和
七
年
八
月
十
七
日
付

大
分
県

津
久
見
市
宮
山
遙
拝
所

所
長
・
新
役
員
就
任

御　

慶

曽
我
部　

洋
輔　

権
禰
宜

愛
媛
県
神
道
青
年
会

　

会
長　

就
任四

月
一
日
付

中
予
崇
敬
組
合
・
中
予
教
会
　
役
員
改
選

組
合
長

田
邊
和
彦

元
老
大
顧
問
・
権
中
教
正

・
昭
和
三
十
六
年
生

・
福
岡
県　

敬
祥
教
会　

教
会
長

・
石
鎚
本
教
評
議
員

・
前
、
豊
友
会　

会
長

　

勝
本
本
教
理
事
は
、
本
社
権
禰

宜
を
退
職
後
、
平
成
五
年
よ
り
三

代
目
教
会
長
と
し
て
昭
和
四
十
七

年
創
立
の
教
会
を
継
承
、
爾
来
三

十
年
以
上
に
亘
り
連
綿
と
祭
儀
を

厳
修
。
霊
峰
石
鎚
の
古
道
で
あ
る

三
十
六
王
子
社
巡
拝
に
は
思
い
も

深
く
、
巡
拝
回
数
は
石
鎚
信
徒
の

中
で
も
随
一
と
思
わ
れ
る
。

　

去
る
四
月
三
日
の
本
教
評
議
員

会
に
て
推
挙
さ
れ
、
満
場
一
致
に

て
承
認
、
今
秋
就
任
さ
れ
た
。

　

今
後
益
々
の
ご
活
躍
を
お
祈
り

す
る
次
第
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

文
責
、
武
智
。

・
昭
和
三
十
八
年
生

・
愛
知
県　

岩
倉
教
会　

教
会
長

・
前
、
豊
友
会　

理
事

　

田
中
本
教
理
事
は
、
本
社
権
禰

宜
を
退
職
後
、
昭
和
四
十
年
創
立

の
岩
倉
教
会
に
奉
職
、
平
成
六
年

よ
り
二
代
目
教
会
長
に
就
任
、
爾

来
三
十
年
以
上
に
亘
り
連
綿
と
祭

儀
を
厳
修
。
御
山
開
き
大
祭
に
て

は
頂
上
社
の
奉
仕
も
長
き
に
亘
る
。

　

去
る
八
月
二
十
日
の
本
教
評
議

員
会
に
て
推
挙
さ
れ
、
満
場
一
致

に
て
承
認
、
今
秋
就
任
さ
れ
た
。

　

今
後
益
々
の
ご
活
躍
を
お
祈
り

す
る
次
第
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

文
責
、
武
智
。

石
鎚
本
教　

理
事　

就
任

勝
本　

房
利元

老
・
少
教
正

　

 

十
月
四
日
付

石
鎚
本
教　

理
事　

就
任

有
功
神
鏡
笏

田
中　

聡
哉

元
老
大
顧
問
・
大
教
正

　

 　
　
　

十
月
四
日
付
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去
る
九
月
十
六
日
に
山
口
崇
敬

組
合
の
総
会
が
行
わ
れ
、
新
た
に

田
邊
和
彦
元
老
大
顧
問
が
組
合
長

に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
併
せ
て
副

組
合
長
、
会
計
長
も
新
た
に
就
任

さ
れ
ま
し
た
の
で
ご
報
告
致
し
ま

す
。

副
組
合
長

長
野
辰
男

元
老
大
顧
問
・
訓
導

会
計
長

原
田
浩
一

元
老
大
顧
問
・
権
大
講
義

　

新
た
に
役
職
に
就
か
れ
ま
し
た

皆
様
の
今
後
の
活
躍
と
、
今
後

益
々
の
ご
健
勝
と
を
御
祈
念
致
し

ま
し
て
報
告
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

記　

権
禰
宜　

曽
我
部
洋
輔

写
真　

右
か
ら

副
組
合
長　

長
野
辰
男

組
合
長　
　

田
邊
和
彦

会
計
長　
　

原
田
浩
一

順
不
同
・
敬
称
略

副
組
合
長

　

井
上　

和
夫　

元
老
大
顧
問

会
計

　

渡
部　

繁
夫　

副
取
締

監
査

　

武
智　

保
則　

大
監
長
・
訓
導

幹
事

　

定
井　

暢
男　

元
老

顧
問

　

山
本
眞
理
子　

　
　
　
　
　
　

元
老
・
権
少
教
正

任
期

令
和
七
年
十
一
月
一
日
〜

　

令
和
十
一
年
九
月
三
十
日

山
口
崇
敬
組
合　

新
組
合
長
就
任

組
合
長
・
教
区
長

　
宮
内
　
浩
一

　
　
大
監
長
・
権
大
講
義

監
査

　

武
智　

省
二　

副
大
会
長

幹
事

　

高
須
賀
啓
治

　

宮
内　

仲
子　

　
　
　
　

元
老
顧
問
・
権
少
教
正

顧
問

　

西
原　

和
男　

　

元
老
大
顧
問　

銀
笏
・
少
教
正

任
期

令
和
七
年
十
月
一
日
〜

　

令
和
十
一
年
九
月
三
十
日

　

今
般
、
新
た
に
就
任
し
ま
し
た

宮
内
浩
一
組
合
長
・
宮
内
由
美
教

会
長
を
扇
の
要
と
し
、
中
予
崇
敬

組
合
・
教
会
の
益
々
の
ご
発
展
を

祈
念
致
し
ま
す
。

記
・
権
宮
司　

十
亀　

博
行

教
会
長
・
会
計

　
宮
内
　
由
美

　
　
特
選
部
長
・
大
講
義

　

曽
我
部
洋
輔
権
禰
宜
が
、
愛
媛

県
神
道
青
年
会
の
会
長
に
就
任
し

た
。

　

神
道
青
年
会
は
、
各
県
内
の
四

十
才
ま
で
の
若
手
神
職
を
会
員
と

し
、
青
年
神
職
な
ら
で
は
の
活
動

と
共
に
、
学
び
と
親
睦
の
場
で
も

あ
り
、
各
都
道
府
県
の
神
道
青
年

会
と
の
協
議
会
も
結
成
し
て
お
り
、

そ
の
活
動
に
よ
る
修
練
と
結
束
は
、

将
来
の
神
社
界
の
基
盤
と
な
る
も

の
で
あ
る
。

　

曽
我
部
洋
輔
会
長
の
、
県
内
若

手
神
職
の
リ
ー
ダ
ー
、
全
国
協
議

会
と
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
の
、

益
々
の
活
躍
を
期
待
す
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。

文
責
、
武
智
。

副
所
長
　
岩
﨑
　
賢
一

　
　
元
老
大
顧
問
・
訓
導

会
計
　
岩
﨑
　
晃
三

　
　
　
副
大
監
長
・
訓
導

　

標
記
の
件
に
つ
き
、
八
月
十
七

日
付
け
に
て
上
杉
久
尚
大
監
長
が

所
長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
上
杉
所
長
を
扇
の

要
と
し
、由
緒
あ
る
遙
拝
所
が
益
々

隆
昌
で
あ
り
ま
す
よ
う
祈
念
し
、

ご
報
告
と
致
し
ま
す
。

記
・
権
宮
司　

十
亀　

博
行

遙
拝
所
長

　
上
杉
　
久
尚
　

　
　
大
監
長
・
権
少
講
義

　
　
令
和
七
年
八
月
十
七
日
付

大
分
県

津
久
見
市
宮
山
遙
拝
所

所
長
・
新
役
員
就
任

御　

慶

曽
我
部　

洋
輔　

権
禰
宜

愛
媛
県
神
道
青
年
会

　

会
長　

就
任四

月
一
日
付

中
予
崇
敬
組
合
・
中
予
教
会
　
役
員
改
選

組
合
長

田
邊
和
彦

元
老
大
顧
問
・
権
中
教
正

・
昭
和
三
十
六
年
生

・
福
岡
県　

敬
祥
教
会　

教
会
長

・
石
鎚
本
教
評
議
員

・
前
、
豊
友
会　

会
長

　

勝
本
本
教
理
事
は
、
本
社
権
禰

宜
を
退
職
後
、
平
成
五
年
よ
り
三

代
目
教
会
長
と
し
て
昭
和
四
十
七

年
創
立
の
教
会
を
継
承
、
爾
来
三

十
年
以
上
に
亘
り
連
綿
と
祭
儀
を

厳
修
。
霊
峰
石
鎚
の
古
道
で
あ
る

三
十
六
王
子
社
巡
拝
に
は
思
い
も

深
く
、
巡
拝
回
数
は
石
鎚
信
徒
の

中
で
も
随
一
と
思
わ
れ
る
。

　

去
る
四
月
三
日
の
本
教
評
議
員

会
に
て
推
挙
さ
れ
、
満
場
一
致
に

て
承
認
、
今
秋
就
任
さ
れ
た
。

　

今
後
益
々
の
ご
活
躍
を
お
祈
り

す
る
次
第
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

文
責
、
武
智
。

・
昭
和
三
十
八
年
生

・
愛
知
県　

岩
倉
教
会　

教
会
長

・
前
、
豊
友
会　

理
事

　

田
中
本
教
理
事
は
、
本
社
権
禰

宜
を
退
職
後
、
昭
和
四
十
年
創
立

の
岩
倉
教
会
に
奉
職
、
平
成
六
年

よ
り
二
代
目
教
会
長
に
就
任
、
爾

来
三
十
年
以
上
に
亘
り
連
綿
と
祭

儀
を
厳
修
。
御
山
開
き
大
祭
に
て

は
頂
上
社
の
奉
仕
も
長
き
に
亘
る
。

　

去
る
八
月
二
十
日
の
本
教
評
議

員
会
に
て
推
挙
さ
れ
、
満
場
一
致

に
て
承
認
、
今
秋
就
任
さ
れ
た
。

　

今
後
益
々
の
ご
活
躍
を
お
祈
り

す
る
次
第
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

文
責
、
武
智
。

石
鎚
本
教　

理
事　

就
任

勝
本　

房
利元

老
・
少
教
正

　

 

十
月
四
日
付

石
鎚
本
教　

理
事　

就
任

有
功
神
鏡
笏

田
中　

聡
哉

元
老
大
顧
問
・
大
教
正

　

 　
　
　

十
月
四
日
付
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正
月
元
日
（
午
前
五
時
よ
り
）

　

元　

旦　

祭

一
年
の
始
ま
り
を
成
就
社
に
て
。
雪

化
粧
を
ま
と
っ
た
霊
峰
石
鎚
山
に
初

日
の
出
を
見
て
、
い
の
ち
の
輝
き
を

感
じ
ま
し
ょ
う
。

※
祭
儀
の
後

御
神
像
拝
戴
神
事

新
春
特
別
祈
祷

新
春
招
福
縁
起
物
頒
布

※
例
年
通
り
成
就
社
初
詣
参
拝
者
に

石
鎚
神
社
よ
り
、
先
着
五
〇
〇
名
の

皆
様
に
参
拝
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

【
十
二
月
】

■
一
日
（
午
前
十
時
よ
り
）

　

月
次
祭　

併
せ

　

新
穀
感
謝
祭

師
走
入
り
の
月
次
祭
に
併
せ
、
こ
の

年
の
新
穀
を
ご
神
前
に
お
供
え
し
、

稔
り
に
感
謝
申
し
上
げ
る
祭
典
。

■
十
三
日

　

正
月
事
始
め

す
す
払
い
・
松
迎
え

正
月
を
迎
え
る
準
備
を
始
め
る
日
。

正
月
縁
起
物
の
頒
布
を
始
め
ま
す
。

■
十
五
日
（
午
前
十
時
よ
り
）

　

月
次
祭
・
命
日
祭

本
年
最
後
の
月
次
祭
。
ま
た
祖
霊
殿

に
て
当
月
の
命
日
祭
を
執
り
行
い
ま

す
。

■
二
十
二
日
（
午
後
四
時
よ
り
）

　

星
祭
祈
願
始
め
祭

冬
至
で
あ
る
こ
の
日
よ
り
、
明
年
節

分
ま
で
朝
夕
に
祈
願
を
行
い
ま
す
。

〘
本　

社
〙

〘
中
宮
成
就
社
〙

詳
し
く
は
18
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

■
三
十
一
日
（
午
後
五
時
）

　

大　

祓　

式

一
年
間
、
知
ら
な
い
間
に
犯
し
た
罪

穢
を
祓
い
清
め
る
祭
典
。
清
々
し
い

気
持
ち
で
新
年
に
臨
み
ま
し
ょ
う
。

　

年　

越　

祭

　
　
　
（
午
後
十
一
時
四
十
五
分
）

除
夜
は
年
神
様
を
迎
え
る
た
め
に
、

心
身
を
清
め
、
一
晩
中
起
き
て
い
る

の
が
年
越
し
の
習
い
。
一
年
間
の
感

謝
と
来
る
年
の
幸
せ
を
祈
り
ま
し
ょ

う
。

【
正
月
】

■
元
日
（
午
前
零
時
よ
り
）

　

元　

旦　

祭

一
年
の
始
ま
り
で
す
。
初
詣
を
行
い
、

今
年
一
年
の
無
事
と
平
安
を
神
様
に

手
を
合
わ
せ
ま
し
ょ
う
。

引
き
続
き
の
神
事

　

御
神
像
拝
戴
神
事

石
鎚
神
社
の
み
で
行
わ
れ
る
全
国
唯

一
の
特
殊
神
事
。

※
祭
典
の
後

　

招
福
獅
子
舞

　
　
　
　
（
西
田
獅
子
舞
保
存
会
）

　

縁
起
行
事
の
ご
奉
納
予
定

ご
本
殿
に
て

　

新
春
特
別
祈
祷

境
内
に
て

　

招
福
縁
起
物
の
頒
布

石
鎚
神
社
青
年
部
を
中
心
に
ご
奉
仕

い
た
だ
く
若
人
等
が
ご
本
殿
授
与
所

に
て
お
待
ち
致
し
て
お
り
ま
す
。

崇　

敬　

神　

社

氏　

神　

神　

社

天 

照 

皇 

大 

神 

宮

天 

照 

皇 

大 

神 

宮

天 

照 

皇 

大 

神 

宮

崇 　

 

敬　

神　

社

氏 　

 

神　

神　

社

　

神
宮
大
麻
、
石
鎚
神
社
大
麻
を
始
め
、
神
札
は
、
新
し
い
年
を

迎
え
る
と
き
、
ま
た
新
居
な
ど
へ
引
っ
越
し
の
際
に
、
ご
自
宅
や

会
社
を
御
守
護
（
お
は
ら
い
）
し
て
頂
く
御
札
で
す
。

神
宮
大
麻　
　
　
　

初
穂
料
一
，〇
〇
〇
円

石
鎚
神
社
大
麻　
　

初
穂
料
一
，〇
〇
〇
円

《
大
麻
の
ま
つ
り
方
》

横
に
並
べ
て
ま
つ
る
場
合

三
社
造

重
ね
て
ま
つ
る
場
合

一
社
造
・
簡
易
神
棚
・
御
札
立

神
宮
大
麻

石
鎚
神
社
大
麻
を
お
祀
り
し
ま
し
ょ
う

《
神
棚
の
ま
つ
り
方
》

　

神
棚
は
家
庭
の
中
心
で
す
か

ら
、
い
つ
も
き
れ
い
に
し
て
お

き
、
南
か
東
に
向
く
よ
う
に
お

ま
つ
り
し
ま
す
。

　

神
棚
の
無
い
ご
家
庭
で
も
大

麻
を
受
け
て
い
た
だ
き
、
目
の

高
さ
く
ら
い
の
タ
ン
ス
や
本
棚

の
上
を
綺
麗
に
し
て
、
簡
易
神

棚
・
御
札
立
を
置
き
、
神
棚
と

し
て
お
ま
つ
り
く
だ
さ
い
。

　

御
神
前
に
は
、
毎
日
の
お
米

や
お
塩
・
お
水
等
の
他
に
季
節

の
初
物
、
お
土
産
等
も
感
謝
の

気
持
ち
を
込
め
て
お
供
え
し
、

お
参
り
し
ま
し
ょ
う
。

◎
一
年
間
お
守
り
い
た
だ
い
た

古
い
お
札
は
感
謝
を
込
め
て
、

石
鎚
神
社
、
ま
た
は
お
近
く

の
氏
神
様
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

神 
札 
と 

神 

棚

神 
札 
と 

神 

棚

神 
札 
と 

神 

棚
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-１２--１３-

正
月
元
日
（
午
前
五
時
よ
り
）

　

元　

旦　

祭

一
年
の
始
ま
り
を
成
就
社
に
て
。
雪

化
粧
を
ま
と
っ
た
霊
峰
石
鎚
山
に
初

日
の
出
を
見
て
、
い
の
ち
の
輝
き
を

感
じ
ま
し
ょ
う
。

※
祭
儀
の
後

御
神
像
拝
戴
神
事

新
春
特
別
祈
祷

新
春
招
福
縁
起
物
頒
布

※
例
年
通
り
成
就
社
初
詣
参
拝
者
に

石
鎚
神
社
よ
り
、
先
着
五
〇
〇
名
の

皆
様
に
参
拝
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

【
十
二
月
】

■
一
日
（
午
前
十
時
よ
り
）

　

月
次
祭　

併
せ

　

新
穀
感
謝
祭

師
走
入
り
の
月
次
祭
に
併
せ
、
こ
の

年
の
新
穀
を
ご
神
前
に
お
供
え
し
、

稔
り
に
感
謝
申
し
上
げ
る
祭
典
。

■
十
三
日

　

正
月
事
始
め

す
す
払
い
・
松
迎
え

正
月
を
迎
え
る
準
備
を
始
め
る
日
。

正
月
縁
起
物
の
頒
布
を
始
め
ま
す
。

■
十
五
日
（
午
前
十
時
よ
り
）

　

月
次
祭
・
命
日
祭

本
年
最
後
の
月
次
祭
。
ま
た
祖
霊
殿

に
て
当
月
の
命
日
祭
を
執
り
行
い
ま

す
。

■
二
十
二
日
（
午
後
四
時
よ
り
）

　

星
祭
祈
願
始
め
祭

冬
至
で
あ
る
こ
の
日
よ
り
、
明
年
節

分
ま
で
朝
夕
に
祈
願
を
行
い
ま
す
。

〘
本　

社
〙

〘
中
宮
成
就
社
〙

詳
し
く
は
18
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

■
三
十
一
日
（
午
後
五
時
）

　

大　

祓　

式

一
年
間
、
知
ら
な
い
間
に
犯
し
た
罪

穢
を
祓
い
清
め
る
祭
典
。
清
々
し
い

気
持
ち
で
新
年
に
臨
み
ま
し
ょ
う
。

　

年　

越　

祭

　
　
　
（
午
後
十
一
時
四
十
五
分
）

除
夜
は
年
神
様
を
迎
え
る
た
め
に
、

心
身
を
清
め
、
一
晩
中
起
き
て
い
る

の
が
年
越
し
の
習
い
。
一
年
間
の
感

謝
と
来
る
年
の
幸
せ
を
祈
り
ま
し
ょ

う
。

【
正
月
】

■
元
日
（
午
前
零
時
よ
り
）

　

元　

旦　

祭

一
年
の
始
ま
り
で
す
。
初
詣
を
行
い
、

今
年
一
年
の
無
事
と
平
安
を
神
様
に

手
を
合
わ
せ
ま
し
ょ
う
。

引
き
続
き
の
神
事

　

御
神
像
拝
戴
神
事

石
鎚
神
社
の
み
で
行
わ
れ
る
全
国
唯

一
の
特
殊
神
事
。

※
祭
典
の
後

　

招
福
獅
子
舞

　
　
　
　
（
西
田
獅
子
舞
保
存
会
）

　

縁
起
行
事
の
ご
奉
納
予
定

ご
本
殿
に
て

　

新
春
特
別
祈
祷

境
内
に
て

　

招
福
縁
起
物
の
頒
布

石
鎚
神
社
青
年
部
を
中
心
に
ご
奉
仕

い
た
だ
く
若
人
等
が
ご
本
殿
授
与
所

に
て
お
待
ち
致
し
て
お
り
ま
す
。

崇　

敬　

神　

社

氏　

神　

神　

社

天 

照 

皇 

大 

神 

宮

天 
照 
皇 

大 

神 

宮

天 

照 

皇 

大 

神 

宮

崇 　

 

敬　

神　

社

氏 　

 

神　

神　

社

　

神
宮
大
麻
、
石
鎚
神
社
大
麻
を
始
め
、
神
札
は
、
新
し
い
年
を

迎
え
る
と
き
、
ま
た
新
居
な
ど
へ
引
っ
越
し
の
際
に
、
ご
自
宅
や

会
社
を
御
守
護
（
お
は
ら
い
）
し
て
頂
く
御
札
で
す
。

神
宮
大
麻　
　
　
　

初
穂
料
一
，〇
〇
〇
円

石
鎚
神
社
大
麻　
　

初
穂
料
一
，〇
〇
〇
円

《
大
麻
の
ま
つ
り
方
》

横
に
並
べ
て
ま
つ
る
場
合

三
社
造

重
ね
て
ま
つ
る
場
合

一
社
造
・
簡
易
神
棚
・
御
札
立

神
宮
大
麻

石
鎚
神
社
大
麻
を
お
祀
り
し
ま
し
ょ
う

《
神
棚
の
ま
つ
り
方
》

　

神
棚
は
家
庭
の
中
心
で
す
か

ら
、
い
つ
も
き
れ
い
に
し
て
お

き
、
南
か
東
に
向
く
よ
う
に
お

ま
つ
り
し
ま
す
。

　

神
棚
の
無
い
ご
家
庭
で
も
大

麻
を
受
け
て
い
た
だ
き
、
目
の

高
さ
く
ら
い
の
タ
ン
ス
や
本
棚

の
上
を
綺
麗
に
し
て
、
簡
易
神

棚
・
御
札
立
を
置
き
、
神
棚
と

し
て
お
ま
つ
り
く
だ
さ
い
。

　

御
神
前
に
は
、
毎
日
の
お
米

や
お
塩
・
お
水
等
の
他
に
季
節

の
初
物
、
お
土
産
等
も
感
謝
の

気
持
ち
を
込
め
て
お
供
え
し
、

お
参
り
し
ま
し
ょ
う
。

◎
一
年
間
お
守
り
い
た
だ
い
た

古
い
お
札
は
感
謝
を
込
め
て
、

石
鎚
神
社
、
ま
た
は
お
近
く

の
氏
神
様
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

神 

札 

と 

神 

棚

神 

札 

と 

神 

棚

神 

札 

と 

神 

棚
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-１４--１５-

24×7×0.7（cm） 42×10×1.3（cm） 60×13×1.5（cm）

①
舟
中
札

②
小
木
札

③
大
木
札

×7×07（ ）

①
舟
中
札

新春特別祈祷用木札

　

石
鎚
神
社
で
は
、
新
春
特
別
祈
祷
を
、
元
旦
よ
り
三
日

間
、
斎
行
致
し
ま
す
。

　

私
達
は
日
頃
よ
り
、
天
地
自
然
の
恵
み
の
中
で
生
か
せ

て
戴
い
て
お
り
、
よ
り
豊
か
な
意
義
の
あ
る
生
活
を
送
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
と
も
す
れ
ば
、
健
康
を
害
し
、
心

の
調
和
が
乱
れ
、
人
間
関
係
が
円
滑
に
行
わ
れ
ず
、
日
常

生
活
に
支
障
を
生
じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

新
し
く
年
を
迎
え
る
に
当
た
り
災
厄
か
ら
の
が
れ
、
家

内
仲
睦
ま
じ
く
健
康
に
、
諸
願
成
就
の
御
守
護
を
願
う
特

別
祈
祷
を
、
御
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

尚
、
初
穂
料
は
下
記
の
通
り
で
す
。

新
春
特
別
祈
祷
初
穂
料

　
　
　
　

大
木
札　
　

壱
万
円
以
上

　
　
　
　

小
木
札　
　

五
千
円
以
上

　
　
　
　

舟
中
札　
　

五
千
円
以
上

申
込
先

　

〒
七
九
三
ー
八
五
五
五

　

愛
媛
県
西
条
市
西
田
甲
七
九
七

　

石
鎚
神
社　

新
春
特
別
祈
祷
係

T
E
L　

〇
八
九
七
ー
五
五
ー
四
〇
四
四

F
A
X　
　
　
　
　
　

五
五
ー
七
二
四
二

石
鎚
神
社

新
春
特
別
祈
祷
の
御
案
内

正
月
一
日
〜
三
日
ま
で
連
日

　

申
込
み
の
方
々
を
御
祈
祷
！

三
日
間
、本
殿
で
御
祈
祷
後
、

　

新
春
特
別
祈
祷
神
札
を
、お
届
け
し
ま
す
。

左記申込用紙を御利用下さい。

祈　祷　者　名　簿 初穂料合計一金　　　　　　円也

令和　　　年　　　月　　　日

〒　番号　　　　　　No.

大平
昭令 年　　月　　日

〒

円

初
穂
料

願
意

住
所生年月日

氏　　　名
（フリガナ）

住　所

◎送金方法　　　①郵便振替　　　②現金書留

大平
昭令 年　　月　　日

〒

円

初
穂
料

願
意

住
所生年月日

祈願内容
　　○家内安全　　○厄除延命　　

○当病平癒　　○身体健康
○海上安全　　○職場安全
○合格祈願　　○商業繁栄
○学業成就　　○良縁成就
○交通安全　　○心願成就

発　送　先

氏　名

氏　　　名
（フリガナ）

木
札
番
号

木
札
番
号

祈願一件につき右記を参照に
祈祷木札の番号を記入下さい。
お札の大きさは１０ページを
参照下さい。

①…舟中札 ②…小木札 ③…大木札

5,000 円以上…①、②
10,000 円以上…①、②、③

石鎚神社新春祈祷申込書
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-１４--１５-

24×7×0.7（cm） 42×10×1.3（cm） 60×13×1.5（cm）

①
舟
中
札

②
小
木
札

③
大
木
札

×7×07（ ）

①
舟
中
札

新春特別祈祷用木札

　

石
鎚
神
社
で
は
、
新
春
特
別
祈
祷
を
、
元
旦
よ
り
三
日

間
、
斎
行
致
し
ま
す
。

　

私
達
は
日
頃
よ
り
、
天
地
自
然
の
恵
み
の
中
で
生
か
せ

て
戴
い
て
お
り
、
よ
り
豊
か
な
意
義
の
あ
る
生
活
を
送
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
と
も
す
れ
ば
、
健
康
を
害
し
、
心

の
調
和
が
乱
れ
、
人
間
関
係
が
円
滑
に
行
わ
れ
ず
、
日
常

生
活
に
支
障
を
生
じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

新
し
く
年
を
迎
え
る
に
当
た
り
災
厄
か
ら
の
が
れ
、
家

内
仲
睦
ま
じ
く
健
康
に
、
諸
願
成
就
の
御
守
護
を
願
う
特

別
祈
祷
を
、
御
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

尚
、
初
穂
料
は
下
記
の
通
り
で
す
。

新
春
特
別
祈
祷
初
穂
料

　
　
　
　

大
木
札　
　

壱
万
円
以
上

　
　
　
　

小
木
札　
　

五
千
円
以
上

　
　
　
　

舟
中
札　
　

五
千
円
以
上

申
込
先

　

〒
七
九
三
ー
八
五
五
五

　

愛
媛
県
西
条
市
西
田
甲
七
九
七

　

石
鎚
神
社　

新
春
特
別
祈
祷
係

T
E
L　

〇
八
九
七
ー
五
五
ー
四
〇
四
四

F
A
X　
　
　
　
　
　

五
五
ー
七
二
四
二

石
鎚
神
社

新
春
特
別
祈
祷
の
御
案
内

正
月
一
日
〜
三
日
ま
で
連
日

　

申
込
み
の
方
々
を
御
祈
祷
！

三
日
間
、本
殿
で
御
祈
祷
後
、

　

新
春
特
別
祈
祷
神
札
を
、お
届
け
し
ま
す
。

左記申込用紙を御利用下さい。

祈　祷　者　名　簿 初穂料合計一金　　　　　　円也

令和　　　年　　　月　　　日

〒　番号　　　　　　No.

大平
昭令 年　　月　　日

〒

円

初
穂
料

願
意

住
所生年月日

氏　　　名
（フリガナ）

住　所

◎送金方法　　　①郵便振替　　　②現金書留

大平
昭令 年　　月　　日

〒

円

初
穂
料

願
意

住
所生年月日

祈願内容
　 　○家内安全　　○厄除延命　　

○当病平癒　　○身体健康
○海上安全　　○職場安全
○合格祈願　　○商業繁栄
○学業成就　　○良縁成就
○交通安全　　○心願成就

発　送　先

氏　名

氏　　　名
（フリガナ）

木
札
番
号

木
札
番
号

祈願一件につき右記を参照に
祈祷木札の番号を記入下さい。
お札の大きさは１０ページを
参照下さい。

①…舟中札 ②…小木札 ③…大木札

5,000 円以上…①、②
10,000 円以上…①、②、③

石鎚神社新春祈祷申込書
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- 16 -- 17 -

甥　

姪

従
兄
弟

姉　

妹

兄　

弟

姉　

妹

同
母
方

父
方
伯

叔
父
母

嫡　

孫

養　

子

嫡　

子

　

妻

　

夫
同
母
方

曾　

祖

父　

母

祖
父
母

同
母
方

父　

母

種　

別

三　

日

十　

日

十　

日

十　

日

二
十
日

二
十
日

三
十
日

二
十
日

五
十
日

　

忌
一　

日

遠　

慮
　

服

三　

日

二
十
日

二
十
日

二
十
日

三
十
日

七　

日

三
十
日

三
十
日

三
十
日

九
十
日

九
十
日

十
三
月

九
十
日

十
三
月

七　

日

九
十
日

九
十
日

九
十
日

百　

五

十　

日

説　

明

一
、
忌
（
き
）
は
死
穢
に
触
れ
る
事

　

を
忌
み
慎
し
む
期
間
の
こ
と
、
こ

　

の
間
は
神
祭
り
及
び
神
社
参
拝
な

　

ど
は
遠
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と

　

さ
れ
て
い
る
。

二
、
服
（
ぶ
く
）
は
喪
中
別
に
喪
服

　

を
着
用
し
謹
慎
の
意
を
表
す
期
間

　

の
事
で
普
通
神
祭
り
や
神
社
の
参

　

拝
な
ど
差
し
支
え
な
い
と
さ
れ
て

　

い
る
。

三
、
七
才
未
満
の
小
児
に
は
服
忌
な

　

し
、
そ
の
父
母
の
み
三
日
間
遠
慮

　

の
こ
と
。

四
、
遠
地
に
あ
る
も
の
で
、
父
母
に

　

つ
い
て
は
、
聞
い
た
日
か
ら
忌
五

　

十
日
、
服
十
三
月
を
う
け
、
そ
の

　

他
の
も
の
は
聞
い
た
日
か
ら
忌
の

　

残
数
日
の
み
を
受
け
既
に
経
過
し

　

て
い
る
と
き
は
一
日
遠
慮
の
こ
と
。

五
、
し
た
が
っ
て
神
事
は
忌
明
け
ま

　

で
遠
慮
の
こ
と
。
但
し
特
に
必
要

　

あ
ら
ば
忌
日
数
の
半
分
以
上
経
過

　

す
れ
ば
徐
服
の
祓
を
受
け
る
と
差

　

支
え
な
い
。

服　

忌　

表
（
服
忌
令
摘
記
）

平成１４年生

うし ね

昭和６１年生 昭和６0 年生 昭和５９年生

令和８年 （数え年）

ゐ いぬ とり

平成５年生平成７年生

平成 20 年生

平成６年生

それぞれの年賀の年齢（数え年）を迎えた年に、神社で年賀の

ご祈祷を受けた後、家族の皆さんでお祝いするのが通例です。

年賀や厄年のお祓いは、古例では２月１日ですが、その前後の日

でも差し支えありません。

石鎚神社では、年間を通して、年賀、厄よけのお祓いを致して

おります。

百才以上の方は、毎年お祝い致します。 ※石鎚神社では、この厄年・年賀の年齢での御祓いをお勧めしております。

年
　
賀

昭和 41 年
昭和 32 年
昭和 25 年
昭和 22 年
昭和 14 年
昭和 12 年
昭和  3 年

還暦　61才
古稀　70 才
喜寿　77 才
傘寿　80 才
米寿　88 才
卒寿　90 才
白寿　99 才

数
え
年
・
男
女
と
も
共
通

ね

とら

うま

とら

石鎚神社教化カレンダー謹製



第779号 （二ヶ月一回一日発行） 令和７年１１月１日石　鎚　社　報 第779号 （二ヶ月一回一日発行） 令和７年１１月１日石　鎚　社　報

- 16 -- 17 -

甥　

姪

従
兄
弟

姉　

妹

兄　

弟

姉　

妹

同
母
方

父
方
伯

叔
父
母

嫡　

孫

養　

子

嫡　

子

　

妻

　

夫
同
母
方

曾　

祖

父　

母

祖
父
母

同
母
方

父　

母

種　

別

三　

日

十　

日

十　

日

十　

日

二
十
日

二
十
日

三
十
日

二
十
日

五
十
日

　

忌
一　

日

遠　

慮
　

服

三　

日

二
十
日

二
十
日

二
十
日

三
十
日

七　

日

三
十
日

三
十
日

三
十
日

九
十
日

九
十
日

十
三
月

九
十
日

十
三
月

七　

日

九
十
日

九
十
日

九
十
日

百　

五

十　

日

説　

明

一
、
忌
（
き
）
は
死
穢
に
触
れ
る
事

　

を
忌
み
慎
し
む
期
間
の
こ
と
、
こ

　

の
間
は
神
祭
り
及
び
神
社
参
拝
な

　

ど
は
遠
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と

　

さ
れ
て
い
る
。

二
、
服
（
ぶ
く
）
は
喪
中
別
に
喪
服

　

を
着
用
し
謹
慎
の
意
を
表
す
期
間

　

の
事
で
普
通
神
祭
り
や
神
社
の
参

　

拝
な
ど
差
し
支
え
な
い
と
さ
れ
て

　

い
る
。

三
、
七
才
未
満
の
小
児
に
は
服
忌
な

　

し
、
そ
の
父
母
の
み
三
日
間
遠
慮

　

の
こ
と
。

四
、
遠
地
に
あ
る
も
の
で
、
父
母
に

　

つ
い
て
は
、
聞
い
た
日
か
ら
忌
五

　

十
日
、
服
十
三
月
を
う
け
、
そ
の

　

他
の
も
の
は
聞
い
た
日
か
ら
忌
の

　

残
数
日
の
み
を
受
け
既
に
経
過
し

　

て
い
る
と
き
は
一
日
遠
慮
の
こ
と
。

五
、
し
た
が
っ
て
神
事
は
忌
明
け
ま

　

で
遠
慮
の
こ
と
。
但
し
特
に
必
要

　

あ
ら
ば
忌
日
数
の
半
分
以
上
経
過

　

す
れ
ば
徐
服
の
祓
を
受
け
る
と
差

　

支
え
な
い
。

服　

忌　

表
（
服
忌
令
摘
記
）

平成１４年生

うし ね

昭和６１年生 昭和６0 年生 昭和５９年生

令和８年 （数え年）

ゐ いぬ とり

平成５年生平成７年生

平成 20 年生

平成６年生

それぞれの年賀の年齢（数え年）を迎えた年に、神社で年賀の

ご祈祷を受けた後、家族の皆さんでお祝いするのが通例です。

年賀や厄年のお祓いは、古例では２月１日ですが、その前後の日

でも差し支えありません。

石鎚神社では、年間を通して、年賀、厄よけのお祓いを致して

おります。

百才以上の方は、毎年お祝い致します。 ※石鎚神社では、この厄年・年賀の年齢での御祓いをお勧めしております。

年
　
賀

昭和 41 年
昭和 32 年
昭和 25 年
昭和 22 年
昭和 14 年
昭和 12 年
昭和  3 年

還暦　61才
古稀　70 才
喜寿　77 才
傘寿　80 才
米寿　88 才
卒寿　90 才
白寿　99 才

数
え
年
・
男
女
と
も
共
通

ね

とら

うま

とら

石鎚神社教化カレンダー謹製
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申
し
込
み
用
紙
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

本
社
か
ら
も
申
し
込
み
用
紙
を
郵
送
致

し
ま
す
。

（三号守）　9.5㎝×6㎝（三号守）　9.5㎝×6㎝（三号守）　9.5㎝×6㎝

星
祭
特
別
三
号
守
・
六
号
守　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

千
円
以
上

（一号守）  　16㎝×9㎝（一号守）  　16㎝×9㎝（一号守）  　16㎝×9㎝

星
祭
特
別
一
号
守
・
六
号
守　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
千
円
以
上

　
　
　
　
　
　

   

（六号守）　　6㎝×3㎝（六号守）　　6㎝×3㎝（六号守）　　6㎝×3㎝

星
祭
特
別
六
号
守　

三
百
円
以
上

星
祭
り
祈
願
の
ご
案
内

星
祭
り
祈
願
の
ご
案
内

星
祭
り
祈
願
の
ご
案
内

星
祭
り
祈
願
の
ご
案
内

令
和
七
年
十
二
月
二
十
二
日

（
冬
至
）

星
祭
祈
願
始
め
祭　午

後
四
時
よ
り　

令
和
八
年
二
月
三
日
（
火
）

星
祭
祈
願
納
め
祭
　

午
前
十
一
時
よ
り

　

星
祭
り
と
は
、
年
の
変
わ
り
目

に
各
人
の
持
つ
「
生
ま
れ
星
」
を

祭
り
、
大
難
は
小
難
に
、
小
難
は

無
難
に
な
る
よ
う
に
、
一
年
間
の

幸
福
と
除
災
の
祈
願
を
石
鎚
大
神

に
祈
願
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

祈
願
札
に
、
ご
氏
名
を
記
入
調

整
し
、　

冬
至
の
日
の
夕
刻
よ
り
節

分
の
日
ま
で
、
神
職
が
朝
夕
に
清

祓
・
ご
祈
願
い
た
し
ま
す
。

　

二
月
三
日
節
分
の
日
に
は
、
本

社
に
て
古
神
札
神
納
浄
火
祭
に
次

い
で
節
分
祭
・
星
祭
祈
願
納
め
祭

が
斎
行
さ
れ
ま
す
。

　

た
く
さ
ん
の
方
々
の
お
申
し
込

み
と
祭
典
の
参
列
を
心
よ
り
お
待

ち
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

記

星
祭
祈
願
申
し
込
み
要
項

・
こ
ち
ら
よ
り
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

＊
祈
願
札
は
節
分
の
後
に
お
世
話

　

人
様
に
発
送
し
、
皆
様
方
に
は

　

お
世
話
人
様
よ
り
お
受
け
取
り

　

い
た
だ
き
ま
す
。

　

二
月
三
日
の
祭
典
の
後
、
お
渡

　

し
し
ま
す
。

お
知
ら
せ

三
千
円
未
満
の
送
料
変
更

郵
送
料
値
上
げ
に
伴
い
送
料
を
二

百
円
か
ら
三
百
円
に
値
上
げ
致
し

ま
す
。
ご
了
承
下
さ
い
。

そ
の
他
、
ご
質
問
や
不
明
な
点
、

お
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

本
社
星
祭
り
係
ま
で
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

以
上

祭
典
案
内

二
月
二
日　

午
後
五
時
〜

星
祭
り　

祈
願
納
め
宵
宮
祭

二
月
三
日　

午
前
十
時
三
十
分
〜

古
神
札
神
納
浄
火
祭

午
前
十
一
時
〜

星
祭
り
祈
願
納
め
祭

併
せ　

節
分
祭

引
き
続
き

御
神
像
拝
戴
神
事

厄
祓
い
豆
ま
き

神
賑
行
事

福
引
き
入
り
福
豆
授
与

招
福
う
ど
ん
振
る
舞
い

（
但
し
数
に
限
り
有
り 

十
五
時
終
了
）

令
和
七
年
の
神
賑
行
事
を
記
載
し

て
お
り
ま
す
の
で
変
更
が
あ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

（二号守） 13.5㎝×7.5㎝（二号守） 13.5㎝×7.5㎝（二号守） 13.5㎝×7.5㎝

星
祭
特
別
二
号
守
・
六
号
守

　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
千
円
以
上

（木　札） 高さ37cm（木　札） 高さ37cm（木　札） 高さ37cm

星
祭
祈
願
特
別
木
札
・
六
号
守　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
千
円
以
上

（五号守）　6.5㎝×3㎝（五号守）　6.5㎝×3㎝（五号守）　6.5㎝×3㎝

星
祭
特
別
五
号
守　

五
百
円
以
上

星
祭
り
祈
願
の
ご
案
内

星
祭
り
神
札
六
種
類
、
初
穂
料

T
E
L　

〇
八
九
七
ー
五
五
ー
四
〇
四
四　

星
祭
係


